
町 面接詞査記録とその考察

以上のよう定作業の結柴，必よそ 270例の個人間接担認を得たのでおるが ，そのすべてκついで

述べて加る余硲は左いので .1/'1 (つかの例をかかげて.それに対する考終を述べるとととする。

注以下の間接記臼で

・左の側は面接記録 .右の欄はそれκ対する考察 ，左側縦線の Z.30等の数字は結晶時間 2

分 30秒を表わす。

. (小.1 )は開制番号で ，小主主佼の問題(Jlを表わす。

• P~主児窓生徒 . 添付の数字はl尼章生徒番号. Tは調室王者0

. A~知能偏差値 5 5以上 .Bは4-5-5 4の児童生徒。

・慨は知能偏差値 ・町時数数掌標準学力偏鵠 ・掌力の欄のi告 は調査跡事前κ問

題を作成実悔した算数数学学力テス トのー告書鷲ヶ
問題数

・餌接記録中 ，⑮とあるのは ，思考が行き寸斐 t.停滞 .混迷してV>る状態。

・H ・H ・..とあるのは ，兜章生徒が .しばら〈考えている状態を表わす。

綱査例 ' {小.1 ) 

T rととに三角形があbをす。との三角形の

面積はV>(らか，定木やものさしを使つでも

伺いですから .しらべて〈ださ加。」

一一問題提示

p .間短をー毘してすぐ.ものさしを持つの.三

辺の長さを1lI1J't.図に記入する。

、、
、、

5.6 

ー- 6 

-だ古って図をみつめているの

-鉛筆で辺をたぞbたがら考えている。

8301 ・ため息

-ひと bごと一一ー「かけてみょうか ，し設け

ればわからぬ"J 

1. との問題では調査児童 34名のうち.

-初めに三辺の長さを測った者 2 4名

・二辺Tきたは三辺をかけた者 1 8名

であった。その他の中vcは再生的思考の 7

名があるととを考えると ，初めて三角形の

面積を考えた児蛍のほとんど全部が三辺を

演IJったb辺をかけあわせたbしたと とにた

る。 しかも.辺の長さを測るをでに.あ'i

b長〈は考えて加をい。

とれは一見，加かvcもでたらめ会 ，試行

錯誤のようκ見える。

しかし .彼等には ，今をで習ったE方形

長方形 ，平行四辺形.台形の求療の場合に

は ，いつも辺の長さが必袋であt.それら

をかけあわせたという経験がある。 とのよ

う念潜在意識が ，とにか〈辺の長さを測っ

てみよう ，辺をかけ合わぜてみようと凶う

一応の見とがしを立てさせたものと患われ
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る。-式を書いて計算をはじめる. ， 

-思考tt駁荷経験Vて規制され ，

-一応の .をたは部分的の見と bしで処理
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とM うととが多ωょうである。

6 X 4.3 X 5. 6 

6 

4.3 

1 8 
2 4 

2 5 8 
5.6 

1 5 4 8 
1290 
144.48 

一応の見と なしVてよる処患の結果tて意味

づけができず，論怨的κ目標とつ左がら走

v>e感じた場合 ，そとに不安をいだ〈ょう-そのをちを考えとtr。何と fLど不安を感じて

であるの

「どうしてそうやると面積がでるの?T 

との子どもは，今i'でに学習した長方形B 何かわけがあるの?J

平行山辺修 ，台形の匝「晴巴j求め方は知って「ただやってみただけ。 JP 

~""'!'J ，ぞれらと三角形との関係も知らをい

わけではた加。けれども ，三角形の前債の

求め方を考え出すととはできをいでいる。

長方形，平行凶辺形 ，台形等の匝i伎の求「そう，学校ではさU:.ご教えてかb主せん。T 

め方やそれらと三角形との関係，すfLわちそとで ，とれから〈ふうしてみて〈ださい。」

前提と衣る知識妓術をもって凶る 26名の

子どものうち ，

・独力で三角形の商慣を求め得た者は，本

で公式を見たり家庭で教えられたり して加

プヒ再生的思考の 5名を含めても 9名V亡すぎ

2. -ゆっ<t .気が進言ぬと v、うようすで，

1 4ι 4 8Cm2 A 

いるようす。一一~400 

「三角形の面積のだし方を.今までに習っ

たとか本で尾たとかいうととはあb主ぜんかj

P 

@ 

「それではね，今会でに面積の求め方を習

ったのは ，どん没彬ですか。 J

P・患い出しながら，ぽつbぼつbと数え上げ

る。

「えーと，平行四辺形，ひし形.iE方形 .

長方形 .立方体だ左， …………，台71手J

「をんにもありをぜんo.J 

T 

P 

T 

430 

一且

j • 

-独力で三角形の函債を求めるととができ

授かった者てが 17名であった。

とれば，前提と走る知識授絡があるだけ

「立方体は休積だったから面積とは違う授」T 

「長方形の面積の求め方は?J

結節への発展Uては，数古学的思考一一思考の ・

観点や方法一ーが必要設ととを示している

と思う。

では論理jの発授はfL( . Aの結節から Bの「長方形は，えて×ょと。 J

「底辺×高さ。 j

「台形は ?J

r(上底十下底 )X高さ+2J

f平行四辺形は?J

P 

T 

T 

P 

， 
g 

P 

との子どもは.f;!A陀常習したそれらの図4. @ -じばら〈6.00 

す|手と比べてみるようにと凶う示唆によって

思考の行者づ会りを打開し .以後はほ』矧臨

調VC ~ 長方形の半分として，生た平行山辺

「ではね ，そういう目白1伎の求め方のわかっ

てv>る形と比べてみたら ，との三角形の霞!被

ー-22-ー、

を，どうすれば求められるか ，わから宏 v>か

T 



走。 J………

「何と比べるか念，比べやす加もので仰いJ

P r台形みたい。 j

T r台形でもい加，比べやす凶のξ比べてど

らん。 J

P rとんなか念。 J一ーい凶たがら図を蕗(0

T rそれは何?J

P r長方形o J 

T rその三角形の開成は?J

P rたて×よと。 J一一ちょっと考えて，

r+2o J 

T rどうして 2で割るの?J

P rとの餌償 {口を指さす ).大体 2倍だと

7∞l 思う泊、ら。 J

T rではやってごらんの」

1 4 4.4 8→ー 2

72.2 4 
2)144.48 

1 4 
4 

4 
-守一一

4 
一一τ一

8 
0 

r 7 2. 2 4 (.:m 2 J 

7.40 

T r今， 長方修と比べてみたね，その三角形

を平行山辺形と比べてみたらどうたるか没。 J

I P rは加。 」

・ひと bごとを仰い友がら次の図を霞ぐの

一Vγ
グ
ザ

y
T

「とうやって，……J

「とう.……J

-23-

'11手の学分と して，三角形の同I債を求めてい

るのさらにをた， 若干の宗唆 K選かれ左が

らも.台形の上氏がovc在った極限と考え

て三角形の面債を求める方法も埋解できた

既有の経験をどう役立てるか一一それと

どとが同じ 〈どとが違うかと比絞するとい

う方法が ，思考進展の契機と在ったと凶え

ようo

5. 加うをでもた(.図について考えるとと

だよって， 三角形が正方形や平行四辺形の

半分であるととを直視できたのであ!J，図

の助けがをかったら ，とれらの関係をつか

むととはでき左かったであろ うと忽われる

6 畏方形の医i僚は，たて×よと であ.b. 

三角形はその半分であると考えて凶ながら

「ではやっ てごらん」と凶われて ，さき κ

三辺をかけ合わせて得た 14 4. <1 8を2で

割ってwる。とれば軽卒だ，うっかbして

阿る ，と加えばそれをでであるが，初めの

見と必しゃ処禦にとだわる気もちの表れで

あろう。

初めの見とかしゃ処理κとだわって誤を

犯 したと忠、われるものが， との問題だけに

ついても.調脊人員 34名中 10名を数え

校晶

との置の誤を避けるためには ，論理の結
ー司F ←ーー一一

節の意味を時めながらi思考を進めると去で

あろう。



T fそしたら，どんをだし方κii1.>か走 ?J

p .ち ょっと考えて ，

f臨?1X高さ・・H ・H ・-…+2oJ

T r底辺はどれ?J

p rとと.J一一一下図のBCをさす。

T r高さは?J

P 

D 

B 

T f.底辺とi留さをかけると何がでる ?J

P 門Z行凶辺形」

T r三角形はちょうどその半分かた ?J

P・図を見攻がら首を傾げ，

「ちがうか定 ?J

T r半分になる理[(っかね?J

p .図を見設がらちょっと考える。やがて.そ

うiiるκきをつて凶るとν、う表情.質問を意

900 I 外だと感じて凶るらし<Tの顔を見上げる。

T rそ う，それで加凶んです。さっき，ぁtc

たは台形と比べてみようと仰いをしたね。台

形と比べて考えられ左いか左 ?J

P f'できた凶かた?J一一一首をかしげたがら

も興味あbそうだようすp どとに図を倍とう

かと迷う。

T 同Hの紙をやり安しよう。 ζの三角形の簡

積を考えるのだから.比べやすいように。 J

p.つぎの図を僅き.それを兎つめたがら考え

ζむの

僚

局

面

」

ら

〉

・

2

Z

?
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H

 

形

は

左

台

方

山

山

「

め

い

求

-

T

P

 

10.30 I ・ r(上底十下底)X高 さ +2 J 

T fそう.合!~.の高さというのはどと ?J

p rとと.とう垂直にかろす。 J一一垂練を

ー-24-ー



1100 

ej<。

T rその台形の形をだんだん変えていったら

三角形にたら投wか念。 j

P rとの台形のとと ?J…-

T r上底が学分VL在ったら?J

P r半分ですか.J-一つぎの図を怠〈

-ひと bごと

「とうすればとっち

は台形κ走るが…J

.首を傾け設がら考

える。

12301 ・ 「とれはだめだ友。 J←一一⑮

l告30

T rとう考えたら.J一一つぎの線を号lいて

やる。

「上底がだんだん小

さ〈をると...・H ・..J

P 'r三角形折亡、在るJ

T rそれでは三角形

の面積は?J

P r上底が11:1ハから・H ・M ・..それではね，下底

×高さ，…… 2で割らねば授ら没いかた.'i

てよ。」

・ととで少し考えて ，

「そうだ ，それでいい .+2J

調査 例 2 {小.1 ) 

T rととに三角形があbをす。との三角形の

面積を求めて〈ださ悼の長さを測ったタ線を

引いたりはすき没ようにして考えて〈ださv>J

P 加吋き山在叫bヨの保長さ吋を矧矧矧淘痴測4仇j

-25ー

昭 36. 7. 2 3後 3: 1 5-

つている。とのととにつ加ては，調査例l

を参照された凶。



4C1n3p  i 

6C1n ~と霞 〈。

5ι:m51切 j

-書き終えて，腕をがLVLついた安委考える。

考えあぐねたようす一一@

2.051 ・4.3X と惑いて ，主た考えとむ。

T i三角形の節僚の出 し方を寄ったととがあ

る?J

p i三角形， ・…….J-一つぶやき没がら記

憶κあるかどうか考えて凶るようす。

T i戎加 ?J

P iはい。 」

T r本~どで見たととは ?J

P r念出。 J

T rそう ，それではとれから .(ふうして考

、2.401 えてもらいましょう内どうしたらよ凶だろうJ

P.考えとむ0

・しばら〈して ( 6十 6 )と盤き .全た考

えとむ。

3110 I T r( 6 + 6 )と凶うのは何をだしたの?J

P rえーと， Jーその安全考えて凶る。

f平行四辺形を作って， 2で割る。 J

T rやってごらん。 j

P. 三角まさ木を使って省さを選き ， それを~tlつ

て次のまト~をする。
(6X4)-;.-2 

-

η
4
-a
nz 

バ

地

・

-

‘A-
。，“。&

。，“

-。&

、 6cm
， ， 

600 符 12仰 2

T rそうそう ，う ち生 〈できを したね ，あんた

との平行四辺形を書けばよv、と¥r>うことに ，

どうして安定がつωたの?J

P r台形を思刷出 した。」

1: r台形を?.台形の何を?J

p.黙って加る。

z. 台形の函績を求めた時の方法を思い出し

その方法を適用すると とκょっτ三角形が

平行四辺形の半分であるととを考え出して

いる。ただ .どうして突然台形容?忠刷出し

たのか .そのへんの事情を明確κきき出す

ととができをかったのは残念である。

児賞κ寸分内省ができ乏かったとと .表

現のし方がをず¥r>ζ と，さらに調査者の調

査技術の未熟 ，itどのととが考えられる。

しかし.と の応答を通じて.との児童が

「今"iでに学習した際の方法で .との場合

κ適閉されるものがをかったかJと考えた

ととが.台f診を患い出す契機VLitったのだ

と惟定するととは無理であろうか。

もしその推定が許されるとすれば， ζれ

-26ー



230 

T I台形のどう加うととろを思¥V>出したのか

左 ?J

p .次の図を書き1.tがら

/¥ / 
それをだして 2で割る。 」

「台形はね

とうやって

2つ並べる

と平行四辺

if宇陀在る。

T Iそう ，台形を留った時.三角形もとのよ

うV亡2つ並べると平行四辺形にたると加うと

とを習ったの ?'J

P I凶や。 J

T rどうして今，その台形のやb方K気がつ

V>たのか左あ。 J

P rどうやったったか考えた。 」

T I何を.J 

P I台形のとき.J 

も，

既有「経験をどう役立てたらよいか，その時

の方法が適用されを凶か.と考え進めた例と

加え‘ょう。

調査例 3 {小.1 ) 

T Iとの三角形の面積を求めてもらいを しよ

う。必袋左・ととろは測ったb線を書凶たbし

て考えて〈ださ凶。」

p.三辺の長さを測ってaHて童書きとむ。
-ちょっと考えて ，三角定木を使って ，正し

〈高さを諮き ，てlハねいVてそのEさを測る。

-続いて ，すら

すらと計算する

6X4→-2=12 

1. との子どもは知能.学力とも極めて優秀で

あ.!J.ζの問題をすらすらと解決してV>る。

2. 直角三角形の商債を求めた経験があるが，

その場合は長方形から導凶ているので，との

問題のように一世の三角形の面積の求め方を

考えたのが ，全〈の再生的思考とはいえをい

七あろう。

A 1 2Cm2 I 3. との子どもがとの問題を容易に解決できた

、-- 6cm T Iぞう.それ | のは.直角三角形を長方形から求めた経験が

でv>凶です。どんたふうに考えたか説明して

〈ださ加。」

|p.つぎの図を書き左がら ・

-27ー

あるとと ，台形や平行四辺形の面積の求め方

をよ〈理解して凶えとと授どκよるととは凶

う全でも左ν叫;.ぞれと同時に .新しh問題



「三角形だから.とれと同じのを 2つ合わ

せると.

王子行凶辺
5. 5cm 

形で ，平

行凶辺形

vc直面した場合κ.既右「の経験とぐらべてみ

て， どとが異?をbどとが同じであるか ，その

時の方法が適期され設いか .その結果が利尉

でき念いかと.積極的に，比較，類推すると

凶う態度が身についていたからであろう。

4伺

，
 
，
 ，
 6cm ---，- の而僚は， 

底辺×高さだから .平行四辺形は三角形の 2

倍だから .2でわればでてきをす。 J

T r.そう ，そのやb方，前vc習ったととがあ

!J"iすか?J

P iよ〈 習ったと とは友凶が， 台形やv>ろv、
ろの形のととや ，直角K走っている三角形を

やったととカZある。 J

T rその時三角形のととも やったの?J

P rとん念三角形で宏<.かど {角)の直角

。三角形を .その時かかあさんKき加た。 J

T rその時.とんをふう K平行四辺形を霞い

て考えると教えられたの ?J

P rその時は ，かどが直角だったから.長方

形V亡して考えた。 J

T r平行四辺形にして考えたのは ，今， あん

たが考えだしたの?J

P rそう.同じよう左やb方でできそうだっ

5.()O I たから .三角形を 2つ J <っつけてみた。」

{以下省略)

調査例 4 {小.2 ) 

T. rとの問題をやってみて〈ださい。 」

一一1回読んでやる。

P.顕をかしげ左がら約 30秒間黙説。

・ゆっ<T • t3信念さそうκ.

150X 7=1050 
nv
勿

'Fnυ

医
U

F

E
1
u

唱

A

-

Anυ

×一
1

-しばら〈考え.やがて ，

1. 金〈見とお、しが立た在加。しかしTがそば

で見てか!J.何かやると とを強裂して凶ると

加うよう在感じから，試行錯誤をやbだした

もののようである。

しかし，自分でも.との操作に論理朗定意

味がを<.目僚につ設がら1tいととを知って

が !J.したがって不安を感じている。
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2 )15了
1 4 
1 0 

0 

3 0 
5)1τγ 

1 5 。

-左が首をかしげたがら，繰返し問題を黙読

する。

1 5 0 1 5 0 

1 0 

必01 と書き.主た考えとむ一一⑮ ゐ

T f150V亡7をかけたのはをぜ?J

P ⑮ 

T f何がでてきたの?J

p @ 

T f 1 5 0を 2で割ったのは?J

p @ 

T fではもうひとつ.1 5 0を 5で割った30

とれば何がでてきたんだろう ?J

p ~一考えて凶るがわから左加。悶b はてた

ょうす。

T fわかりをせんか?J

600 I P ⑮ 

T 'fそれでは，回と畑のようすを図に患いて

みたらどうか授.わかbやす〈在るかもしれ

をせんよ。固と畑の割合が 5と2で，聞が

150aだと加うととを.J 

P・考え考え図を最(.先づ，

!田 5 畑 2 と書き

-回の上辺を 5等分し，その偲で畑の方へ2

っと t，残り はいら左加と凶うしぐさをする

図を見乏がらしばら〈考える。

・やがて.すらすらと計算しだす。
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J思考の行きづを!Je ~オ，

・全然 .部分的会合たは漠然とした一応の見

とかしさえ立たをい。

・処理操作の結果す?をわち結節ごとの意味づ

けができず ，それが目標vcつ設がら左 M とと

を知り授がらも .観点を変更して新先走見と

b しを立て得fl:v>状態，

であると加えるようである。

2 との問題は一 見したととろ ，f 5と2の割

合jの意味さえわかれば解けるよう κ見える

図を醤〈ととを示唆されて，正し〈図を霞

凶てv>るととろから考えると.との子どもは

与えられた条件を了解し， 5と2の割合の意

味も具体的に理解しているといわねばをら友

い。それにもかかわらず，考え進められfl:v>

で困つ，てv>る。

したがって. f5と2の割合Jの意味を理

解しているととは，問題解決の前提条件では

あるが.その意味さえ理解していれば問題が

解決できるとは加え左凶。

f5と2の割合」の意味を一応理解してい

る 26名申.独力でE解できたものは 1-1名

で，位!の 15名は何らかの示l唆が必要であっ

た。

3. 図を書〈ょう示唆されて以後は順調K考え

進み，正i絡を得て凶る。



150+5=30 30XZ=60 

150十 60=Z10 AZI0a 

T r 1 5 0を 5で割ったのは .ftぜですか?J

P rとの一つ {図の一区切を指す)をだしたJ

T rそう，それで.J 

P r'畑が2だからそれを 2倍した。そうする

と田が 15 0 aだから ，みん設で 15 0 + 6ω 

s.OOIT rぞう .それででき脅 した才、 J

図を選き ，具体的に図κつ¥/>て考えたとと

が行きづ-~ !Jを打開し.順調K思考が進模し

た契機であj:J.図を怠〈過程で ，をたはその

紋果 ，問題の構造がf巴健されたと とを示して

1/)る。

との問題で

・自分から図を君主いた 3名中 2名は独力で正

仰に達し.( 1名は握手凶てい左がら闘を鬼て

V均出 )

・図を醤〈ととを示唆された 22名中 12名

は，明らかにとの示唆が思考の進展する決め

手と走ってwるn

4 単位量:とwう観点からとの劉をみたととが

問題の構造把趨を可能Uてしてmると加えるよ

うである。とのととは ，つぎの調査例 5と比

べてみると，一層はっき bする。

調査 例 5 {小.2 ) 

T rとの問題をや って〈ださ凶。読んでやb

会しよう。 J一一一1回続んでやる。

「とういう間組です。 」

P rとれね，回と畑を合わせて15 0 aです 11 与えられた条件を確かめ .r 5と2の割合」

か?J

T rそうか左 ，回だけで 15 0 aですね.前

債の割合は 5と2の割合 .田だけで 15 0 a J 

P rは¥/>0 J 

・問題を黙読し授がら考える。

r5と2の割合で.とtハうのが .ちょっと

わかり 受せん。 J

T r5と2の割合…… .とういうのをきいた

ととはあbをせんかね。 5と2の割合とか ，

3と2の割合とか。 J

というのがとの問題を解決する鍵であると凶

うととに気づW て凶る。 しかし，とれだけで

は問題は解け左¥/>"

E との子どもは .r 5と2の割合で，と凶う

のが ，ちょっとわかり 言せん」といって刷る

が ，調査記録の示すと必.!J. (Eし〈図が信け

るととろからみると.5と2の割合の窓味を

一応理似してwると加わ授ければ左ら左加。
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p rあ !. 3カZあって .ζ っちカ-'2. J 

T rそう ，回と畑の薗i債の割合が 5と2.そ

して田の筒ifftが 15 0 a J 

p.ださき って考えとむ。思考停滞混迷一一@

T rわか らを凶か没 .固と畑の割合が 5と2

そして出の面積が 15 0 a J 

30011 p ⑬ 

T rちょっと ， 図と畑のようすを図~~加で

みたら .J 

p.ひとbごとを凶い左がら図を書〈。

「ととが回で ，………J.

「ととが!切で 1'..・H ・..J

「田は 15 0 aで ，………J

巴
「とと{畑 )がわからな加わけだ。 J

-しきりに考えて凶るが一一@

-やがて . 5X2=10 、

1 5 0十 10=  1 6 0 
}と民主〈。

・ ~加てはみたが不安らし< .し き þ~首を

5201 傾けて考えている。

T rさ て . 5~ 2 をかけて 1 0とい与のは何

か会 ?J

P ⑬ 

T r:今 ，あんたは伺をだそうと して凶るの ?-'

P rあの ，……回と畑の面積みんtc• J 

T rみん定を出すには何がわかればい加の?J

P rあの ，畑の面積。 J

T rそ う， 畑がわかれば加凶ね .その畑をだ

すには?J

p rあの.J一一一因をみつめたをき⑬

T.凶の畑を指し授がら

「との畑の活i債を/:l:1すには何がわかればい

悼の?J

しか も左;t".思考は行きづ1きり，処置vc窮 し

て阿る。

3. r閣におv>てみたらJと凶われて .正し〈

図を嘗いて凶るが ，との子ど もの場合は， と

れだけでは主だ解け定加。困りはてて ，問題

中の数字の 5と2をかけてみたが ，自分で も

無意味の計算であるととを承知している。

4 目的は回と畑の菌i積合計を求めると とUてあ

.t .そのためK枕畑がわかればよ v>というと

とろ受で考を進めて凶る。 そ して正し〈 図を

欝き ，図κついて考えて凶る。

しか も友好 ，思考の行きづを bを打開でき

?をv>で苦 しんでいるのは何故であろうか。 ζ

とに問題がある。
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p.しばら〈考えて，

「函積，…・・・縦と横 .J

T r縦と横がわかればv>凶んだけれども.J 

p rわからな日からだせたV>.……J

T rではね，との田{図を指し堤がら)が

150aですでね.との図から何かわかって〈る

ととは乏いかね?J

p .@ーしばら〈考えて凶るが処置宏しの主う

?OO Iす。

T 11つい〈らかわからんかね?J

p .すぐに

「あ!j 

-わかったという，うれしそう念表情，前に

審開た 2本の式を消して.

1 5 0→ー 5=30 

30X2=60 

1 5 0十 60=210 A210a 

p rでき生した。 J

T rそう，それで同加ですオョ。 J

5. との思考の行きづ主りは，何げを同調子で

与えた 11つ引くらかわからんかねJと凶う

示唆で急K打開された。

との示唆が s 児童をして 単位露: と伺う ー

観点から問題をみると凶う身構えにさせたか

らであっぅ。

具体的に構造が見えるように図示されて加

でさえも，単位草色刷う観点、から対象をみる

ので左ければ，その構造をとらえるととがで

き宏凶 し.との観点に立っととによって ，一

省主に関係抱濯ができたととを示して阿ると思

う。

との問題の調査人員 36名中，

-独力で正{λ?を得た 9名は何れも，はっき b

単位量:をかさえて問題をみてかt • 

・示唆された 18名中 14名は.明らかにと

の示唆が思考の行きづき~ .tを打開するのκ有

効であったと認められ.

・との示唆が功を奏さ授かった 4名は .との

示唆の意味が理解されず一一一ζのよう左観点

から問題をみるととができず，つ凶に正解V亡

達し得たかった者であった。

調査 olJ6 {小.2 ) 

寸 日との問題をやってもらう
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言すか。 声を出して読んでごらん。 J

P・母親1因。

その安全〈りかえし黙読 しをがら考える。

・問題の場面がつかめず，昆とかしが立たを

w ょうす。一一 ⑬

T rわからをかったら.どうして考えたらよ

νγでしょう。 J

P・@

T rどんをょうすの問題か ，図でも 書いてみ

230 I たらどうかね。 J

330 

p .図を惨〈。

四国ITlIII

EヨE2ZZZ2Z23

-引き続凶て計算をはじめる。

150+5=30 

30X2=60 

~.Q. と霞加てとれを消ナ

・ζ と?をです らすらときたが ，ととで停滞 ，

・頭制ゆえて考えとむ ，ーーをだ答がでて

いをいので何とかし念けれは.をら左悼と加う

気もちtずあるようだが.

・しばら〈その状態が続<. (約1分 30秒)

500 I 一一底、考停滞 ，混迷 .

1. 見とかしが立たず ，どとから手をつけてよ

・ωかわからた仰と加う状態であるが.iEしぐ

悶がかけるととろからみると.5と 2の割合

の意味は態解 して凶る。

図を偉いて考えようと しさえすれば ，との

停滞 ，混迷は打開できたはずである。

2 ととさで考え進めて凶友がら .と とで行き

づを.!J.苦nIしているのはどうしてであろう

か。

T rそとでね ，6 0 aとだしたのは，何をだ 18. 6 0 aの意味は理解している。しかしやは

したのですか?J I Tをだ思考の行きづ全 bから脱却できをい。

P r'畑の所 .J

T r'，畑の所が 60 aと凶うのだね。 J

P・@

T rぞとできかれτvlるのは，何を問われて

530 I 加るのでナか。 J

P rああ! ぞうか IJ 

1 5 0十 60=210 AZI0a 

T rそう.それでVlVlです。ととろで .150 

を5で割る ととには ， どうして気がつきを

した?J

生 目標の碕惚を示唆されて Fああ!そうかJ

と叫んでいる。さき K行きづ建った際VL.問

題に立ち返って目標を確認 した必す態度がと

れたら.との行きづ立 bは容易に避けられた

であろうと恩われる。
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p rあのね，とれ{図を指して)5だからね

5でわると 1がでるでしょう。とれが(畑を

指して)2だからね， 5で割ると 1がでるか

らね。」

T [図を欝〈をでは気がつか定かった?J

p [はv>， どうしたらよ凶か，ょ〈わから左 .

かったがね ，図を書凶たらすぐ気がつ加た。 J

6301 T . [そう，それで凶凹んですよ。」

調査例 7

T rとの問題をやってもらいをしよう。 j

1回読んでやる0

: r考Jとて.みて〈ださ凶。 J

{小， 2 ) 
掌ナ154 ，U 

，_ . 18 

S小 5年昭 36. 7. 2 3 後

p .問題を慢で辿.!:l， 5と2の割合 を o 11 条件を確州，基本的措素 [5と2の割

でかとみ，嬰点を鉛筆でがさえたがら， 合Jをとらえている。

「田と…" ，みん~の国積は，…・・・， 自の

百棋はとれで，…..J

・⑬一一考えあぐねているようす。

.ひと bごと

[ 5と2の割合というのがわかればでるん I 2 との児童も・ [5と 2の割合というのがわ

1501 だけれど，……J

T [5と2の割合とM うのはね.回と畑の面

かればでるんだけれどもJといって仰るが，

図の書きぶbやその後の思考の進め方をみる

と， [5と2の割合」の意味は， -~é~理解し

て凶ると加えるよう〆であるの

積の割合が 5と2 ， iBが 5で畑が 2の割合J

p.@ 

T [どちらが大き凶の?J

P [5の方が大き凶。 J

T rそう，回の方が大きいね，屈の広さは

150 a' ，その凹と畑のiID横を割合でv>うと 5

と2の割合」

2301 P • ~ 

~T [図を書室凶て考えてごらんJ

P [はい。 J

-ひと bごとを凶v>";5:がら図を霞〈。

「とちらは回で ，……とちらは畑だとした

a 図を書v>て考えるよう示唆され，以後ほぽ

順調K考え進むととができたととから考える

と，との児童が 「図を書出て考えるJという

方法κ気づけば，独力で思考の行きづを bを
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国⑤

ら .J I 打開できたであろうと忽われる。

「とう あ

って，と

れを半分

にして…

回の方が大き凶んだからとうやって.J 

一一『境の線を引き ?をかす。

「そして田の商慣が 15 0 aで，……畑の

臨僚がxで.J 

「田が 5で ，畑が 2の削合で ，……J

. 引き続出て図を尼~がら

「そうすると，とっち {畑 )がとっち(回)

のだ凶たい何分の lかを考えて，……割 って

凶〈と.J 

2. 5 

2n-
4 

r5割る 2だから 1.5 VC~ っ

てい・…どとをで行っても![flJ

b切れ全加。 」

4. 初めに ，回が畑の何倍か ，畑が田の何分の

1かと凶う観点から問題をみて加る。

をたとの問題で ，回と畑を何倍.伺分の l

の観点から考えた児童枕 ，調査人員 36名中

5名であった。

T rむ!J 

p.計算を訂正する

τ~ 
r2‘5VC在って ，……J

「とちら{畑 )はそうすると. 2. 5倍vc左

4!l01 る。 J

T r 2.5 .田を畑で答1Iったら 2.5 (I(;~ ったの

だね。 J

P rは加。 J・H ・H ・.，

T rどっちが 2.5傍たのか左 ?J

P rあ ! 2.5分の 1~てたる。 150 を 2.5

で割る。」

て

J

つ

・

割で

・
5

て

a
つ

を

を

O

K

 

5

a

 

唱

A

A
U

F
-
E
 

eo 

A
u
-
nu

ヌ
U

6
-
0
0
一

-FD
R
u
-

--A句

i

-

Y
J
 

5
 

q
e
 

. 1 5 0 r符はみんたで 21 0 aJ 
6 0 

.6.00 I ーすττ
「ぞう，とれはそれで仰いんだがね，もう 15. 別法を考えるよう製求され .e分もそのつ

ひとつ ，別な考え方がある。 J 1 もbで考えはじめて凶るが ，でき上がった図

P iは凶。 J は前と同ー のものに没って しをった。 問題を
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6110 

-悶を自きなかす。

国(Q)

150 a 

. r習をみつ

めて考える

T IUてあたるのは何でしょ うっ J

150-;-'1 

「む!J 

1 5 0→-5 

3 0 
5 iー了百万一

1 5 
0 

「そう .1にあたるととろが 30 aだとす

ると， J 

P・大 きだ声で ，Tのと とばをさえ智るように

130XZVC在って， J 3 0 
ーX 2 

160 nで 210nJ --6百一

7201 T rぞう ，ぞういう方法でもやれをす九 J

調 査例 8

T 1との問勉を続んでみてぐ ださい。 J

p.音読 1図

T 1ととばの意味のわから左加のは左いかね

?J 

p r毎分。 J

T r毎分と加うのはね ，1分間に .とv、う窓

味ですc だから ，初め 171湘 Uて:60 mの速さ

で歩き，その後l':t1分聞に 15 0 mの速さで

走った。その走った時聞は何分か，と'./¥う問

題ですの J

1001 p rは凶。 」

-ちょっと考えて計算 しだす。

見る観点が変らた v>限.!:l，間閣の陪進は閥ー

エあ!J.したが守て取 った 附 は でてとを

凶ζ とを示して凶る。

6. 単位あたbの最.を考える よう示唆されて .

初はちょっI ととをどってv>る。急vc観点を切

り変えるととができをかったからであろう。

しかし ，やがて示唆の意味を了解し ，j;安た

在罰点から問題を兎念必した蒋 ，との問題が

さき陀考えたと違った構造のものとして鬼を

なされ ，白から呉たったwn去が考えだされて

きた。

すたわち ，

観点が呉;1:れば ，同ーの対象も異在った降

造のものとして姿を表わす ，と伺うととがー‘!

えよう。

(小 ，3 ) 

1. 初めから全体の尽とb しは成立してい危凶

6分 60m ，25分.と凶う条件から .とに
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60X25=1500 

6 0 6 
X25  X25  

1 5 0 0 

・問題を読みをかして少し考え .

2400-1500=900 
1 5 0 0 

900 

・ととで刷題を読みかえしをがら，会たしば

ら〈考える。

-やがて，

2400+25= ¥)6- 1=95 

1 5 0 
X 9 5 

7 5 0 

1'3 5 0 

1 4 2 5 0 

9 6 
2 5アττ了正一

Z 2 5 
1 5 0 
1 5 0 

0 

-一十百千万と .1 4 2 5 0の位取りをする0

6∞I rあ! ちがうを ，とれば .J 

• t問題を読みかえしをがら .しばら〈考える0

.やがて，ひとりごとを加凶をがら図を選 (0

6う(- ¥ 二L
60m 25分 1I丈!
ζ~二〉 J 一一一一 二三

:.---1500 m ・

‘ - - 2400 m 

「それじゃ，との長さはと凶うと .J 

6 0 
X 2 5 
3 0 0 

1 ? 0 
1 5 0 0 

「ととヲきでは 15 0 0 mJ 

一一一1 5 0 0 mと図κ霞き

とu。

・ちエっと図を鬼て，

1
J
 

ムJ
，刀る加て残m

 

A
U
 

nυ 
内
汐

「
t

内

u
n
υ
百
U

A
u
n
u
--A
U
 

4

5
-9
 

2
1

一

Q.OO 

6 

1 5 0了子F了 A 6分
9 0 0 

0 

T rととろでね.最初に 6OX2 5=1500 

としたねn との時は ，何をだそう，とはっき

b考えていたの ?……その時 ，どん左つもタ

でかけた?J

かuぶ・いた距離がでる。 一先づとれをだして

みようという部分的左昆と訟しで崩発 してい

る。

との間樋では調査人員 33名中 .

・明らかVL( 2 0名).全たは恐ら<( 4名)

部分的左足と必しで出発したと認められる者

一 24名

- 漠然とした~と必しで出発 し， 試行錯誤v[

j[IV、処現をしたものー 7名

-全然見となしが立たず，処置没しであった

もの-2名

であった。

とにか(，全体の児と必しでをくても部分

的定見とかしが立てば，思考は勧告出すもの

であり ，児童の場合は，むしろそれが普通で

あるといえるdうでるる。
/"---ー-----~ -_ 

z 思考は自僚によって方向づけ九れ，目襟か

ら遠ざか.1:>，目標Kつながらたいと判断され

た場合，その試行の結果はすてられ ，新えを

観点、から考えなかされる。

必要v[応じ ，視点を変更して考え定かすと

凶う柔軟左身構えが?を(.初の予想や処理の

結果U亡とだわると.思考はつ安づき .行きづふ

きる。

との子Eもは.

.14250の大きさを具体的走場面につい

て考えるとと Kよって誤κ気づき ，

-自分から.図を霞v>て考えると凶う新たた

方法をとるととによって，独力でとの斤きづ

吉bを打開して仰る。

2 との調査記録 Kよると.部分的な見と必 し

から出発し，予想一一試行一一予想の修E一

試 行 ，と進展していぐようすがよ(.?かがわ

れる。

' ， 

4 見となしめ成立には，
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12DO 

P fあの，……・・ほう，はじめ毎分 ，ほう，

6 0 mVて歩wて，それを25分間歩加え時に

は，何m進んで加えかをだそうと思って.治ミ

けた。 J

T 「つぎに 24 0 0から 15 0 0を引凶て，

900をだしたね。との 90 0を計算して凶

る時，とれば何がでると。思って加たの?J

P 「あの.……ほう，…….会さをさんの家

からさ学校全 で，あのほれ .2400mあった

んでしょう。そとからさっき言ったのを引v>

た残T.<hと何m あるか。 J

T 匹残T.あと走つ光F斤を出そうと したんだ

ね。それをやる時，残!JtD走った所がfi1Jmか

をだそうと してwるんだと凶うととが，はつ

きりわかっ てv>た?J

P・@
T. rζと金できて怖をがらもう少しの所で，

2400+25としたでしょう。 24 0 0を

2 5で割った時Vては.どんをふうに考えて割

ったのか没あ?J

p r2400mの中VC25分が何回あるかを

リーてれたようた苦笑ω。

T r 2 5分が何回あるかとねえ， ……J

P rあの，とと金で(初iD2400- 1500

= 9 00の式をさす)きたが .あと，どうし

てよいかわからんので，…… ~Iいをととを考え

てみた。やっぱbへんだったので，図を謬凶

てみた。 J

-条件を確認し，基本的定要素や基本的会関

係をなさえるとと，したがって，

・基礎的だ知識妓l官が休期Mじされてv>るとと

が必袋である。

たとえば，速さという暖索をみた瞬間，た

、だちに速さ.時間.距離の関係が懇v>出され

全体と歩出た蝕止とあった場合には直ち VC.

~ 歩いたi道，00Jl ~ 、_--走づこ道の h\\
マー・・ーー・ーー綱嶋一ー'

~ーーー ーー 全 体 ---一.-〆
とv>う関係や図式が額に浮かぶように在って

加るととである。

しかし，とれさえあれば問題僻決がとどζ

うb危ぐ行左えるというものでは左加。との

問題の調査人員 33名中，ャ速さ，!専問 ，距離

の関係を理解して阿るものが 29名あったが

その中で， 1 6名は，解決に至る"Iでに何等

かの示唆が必華きであった。

思考の初めをたはその途中Vてが凶て，それ

ぞれの尉稽にかける昆とかしの成立には

・条件分析 一一ーぞれから何がわかって〈るか

.目標分析一一ーそれには何がわかればよ加か

と積極的陀自ら問うととが有効である。

-独力でとの問題を解決し得た 13名中 10 

名Vては .明 らかにとのよう左積極的を条件分ー

析の態度が鬼られ，

-伊I等かの示唆によって解決し得た 19名中

7名は明らかVCrぞれから何がわかってぐる

かj という示唆が有効であった。

つぎの調査記録例 9も，その聞の瑚卒を う

かが凶得る例の一つである。

E との児童は，初めは 2400-1500=

9 0 0の意味を，はっき b意識して凶をかっ

たようである。とのととが思考を脱線させた

版図であろう。

結節ごとの意味を確認し，それを足場にし

てはじめてつぎの割箸の見と必しが得られる
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J 
ものであるととを示してv>る。

とのたびの面接調査全体を通じ ，最も多〈

用凶られた示t療は ，結節ごとの意味の確認を

うたがすととであったが，多 〈の場合，誤Vて

気づき.ある，¥Aは行きづ-i!Jを打開す7るのだ

効果がみられた。

(小 .3 ) 9 例-査調

「ζの問題を詩んでごらん。j

ー--，一・

T 

p.音続1回 ，一げつけ'っし左がら読む ，毎分

の読みを教える。

「毎分と¥Aう窓味，わかbますか?J

「わかbをせん。J

「毎分 60 mの速さという のは .1分間vc

T 

P 

司、

‘ 

60 mずつ進む ，毎分 15 0 mの速さで走つ

たというのは .1分間に 15 0 mずつの速さ

1分間

Vて，とv、う意味です。J

「では考えて〈ださい。 どん左や b方でも

で走る，それが毎分と凶う意味です。

¥A¥Aです。 」035 

との子どもも部分的左足と 診しでt日発し，1. p .しばら〈問題を読んでは考え ている。

一先づ歩凶たE国是を求めたが ，そとで思考か

行きづきり，つぎの鬼とかしが立た宏加。

-やがて書きは じめる。

6 0 
X 2 5 
300 

120 
150 0 

・ととさで露出て，をた問題を読み2とかし

考えとむー刊ヲ 1分|首」

処置に窮して試行錯誤をやって出るが.自2. 5
一

O
O
m
O

B
F
D
2
-
3
 

O
A
-
-唱
A

'
i
-

ハ
υau 分でも目標につだがら全加}1'意味'fo..)}_:"置で主

るととに気づいて凶る。そとVC.思考の混迷，と者凶て ，首をかしげ

停滞がみられる。る。

1.6 

1 5.00芦百子一
1 500 
ーす百万す

9000 と醤¥Aて .主た考えと

。む。 -39ー



• f問題を読みかえす。

窓ごしUて絞庭をみる。、

. "̂かV亡。も不安でたをらを仰とv>うようす .

一 問題を見つめをがら ，:をた考えとむ，

-骨一一ーため息800 

6 0 X 2 5で得られた 15 0.0の意味κっ~*ft:. 「それではね.考えてみをしよう。T 

V'>て考えるよう IfC言われ ，特 VCiそとをでき

たらとんど何がわかるかj と示唆されたととのをだしをした;!;l。その 15 0 0と同うのは

で，魚、に也考の行きづを bが打開され，順調

*進艇をみせて凶ゐ。

-論底、の結節の憲味を確かめ，それを足場に

して ，

・それから何がわかって〈 るか ，と問うとと

「毎分 60 rnの速さで 25分歩v、た所」

「ぞう.そのさ訴凶たFifrが 1500m，そと

せででたら，とんど官官がわ1;ミるか?を ?J9uO 

が ，っき'の~とかしの成立の震著書を契機v亡攻わかった !とM う明かるい表情 ，うP・急Uて

ることを示して出る。

( 150〕17f A6分!

i (以下省略 ) I 

i 13労 P311知i道 51 1学力71.g
(小 ，4 ) I / J - - : J .~. ，~ -- 一一4

~ K小 5 卒 |日(:i 3 6. 7. 2 6前11 : 3 0-

10 何配査調

つ
4
r
v

ムロ

0

2

ぐ

均

出

の

深

た

を

も

'

み

凶

た

ら

と

て

つ

か

ふ

口

れ

割

'と

割

わ

で

と

を

払

5

う

2
一5
が

凶

。

同

地

ち

去

る

思

わ

つ

い

の

左

2

て

て

す

の

し

凶

も

算

つ

味

の

汁

K

意

1

一5
で

量

の

は

い

準

2τ
・

た

左

基

合

え

の

単位あたりのi すだわちドあたる盈ーを

かさ え上うとしたようす沙門かがわれる。

ー-40-

「と のfiilJmをやっても ら目安 しよ う。一度:T 
持んでみて〈ださ加。 J

P・音読 1回 一ーすぐ計算しだす。

は最初 .60VL25をかけて 15 0 0と凶 う

何 ?J

p.ちょっと考えて ，

T 

• f同胞を鬼?を公して ，

攻づき左がら .

2 -1 U 0 
1 5 0 0 

900 

-ちょっと考えて，

L

E
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-

I

l
l

i

-

-
l
l
ol

l

i

-

-

1 5→-5 =3  

3X2=6 

2 1 P A 1 5十 6=2 1 

「ば1/)，ぞとでね.1 5 ~そ 5 で割って 3 を

2

一5
の窓

t
」

μは

、
M
m

l
i
d

-

4
4
 

9
・
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230 

かうのは何の?たんだろう。 j

! P rあー ，……J

・首長だとv>うとと 1'(，1ナく'気づ凶たらし凶が

と古どってv>る。

T 「?と凶うのはね .石油かんのすぐら吋

き曹がある。 J

r 1 5 f.止凶 うのr.t? j 

P 市
T rそ うだね ，15庁長凶うのは?で ，・・」

「?という 7)r.tG組叫の子くら凶ナ付

がある .……J

「らょっとJJJIIL ~f v> てごらん" j 

p ・ 1罰を ~J き ， ;1iiVCrf，t凶た 15 --;-. 5の式止貝比

ぺをがら考えて凶る。

I一一一一一寸

ii二ゴ
il-ーすse

小企校児ぷ 32名申:!0名付，ιtそあた

るが:きたはいの 1 区長Ij す ._~. っ 主りとらえよ号

としてかh、残り 1官名I:t9名ば，とれにつ

いての示民主扮:有効でれつ1i:..H認められろ、

3. f~!が正し〈汚け ， かつF~II'Lつい て具体的に

サfえたがら ，rすきをがわかれ If工ぐ J rそ
のためκけ 1反切11"ぐらかわか丸悶よ凶」と

凶う所さでま主主てきて回るのV(，左右、苦慮し

て凹る戸 ζ hrtどうしてであろうか司

がそら(.与を初lそ15+5 eーしたととκ(:

r..， :h}1.. . 二九.、')，'1，凶吋.江守It山州川iLい川iり山l:刈:

fわヲつて，号、考の観点が--;-'5からけ左れられた

330 I 一一一一一 . U:rら〈その状態が統〈 かったためと思わ札ろp

T r仰をだせば加加の?j

P rとれ。」 吋主1のす寺註を指す。

I T rすれを汁1すm ・川がわかれば…の

I ?j 

i P rとれ ，÷のととろ ・ J 

-r:~1の 1l?'(匂Jを指さす。

.L;，!と ，さきκ1t.tV>た 15+5 の式を~比ら

とのととは ・「とっち (15-;-5の式)を

考え友加でJと ，そのとだわりを断ち切られ

た[，4il.1I.r~ リと気づ1ハて仰るととから-も

惟定されろ。

攻お ，問を正し〈向けるなど ，Iltl定):t層階iや

? の献を忽解して吋 27名の中で ，初め

に 15+  5としたものが 11名おったが，そ

ぺ付ら しぶり問えて川。 ー@ I の うち ・

-閉手書v>てみるなどの宍些で .宵ら視点、を

IT 山ち{前vrr.t:Sv>た 15+  5のれ肘 )I 変更して正し 〈考えりせたものは 4名

を考え授いで， ……J I ・他の 1 0名);t，か7まり 15 --;-. 5 ~てとだわっ

p.ちょっ とは!を尽て ， I てv、るよう すがみられた。

「あ !J 

1 5→-3= 5 

了す十号こ二z_n_ とpJv>て ，す ぐ消し .

SX2=10 

15+ 10=25 

A 2 5 f. 
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'l' rそう，ぞれでいいですね。 J 十 i .' ¥ ( 

(以下省賂) : I 

調査i9:j 1 t 
i AkP2S!知能 641学力 B1 ，現

(小 ，4 )一一一一一 l :':2 iK小 5判目白川七 26竿fL11二i

lT rとの附極をやっでください。続んでごら

| ん。」

1 p ，十らすらと音読 1図。読み終るとすぐ閣を

l …ι1 i ド ーーーペ ・ちょっと考えて，

ikゴ173r
i ト斗立イ ー ブ

! 人一-JJ
1501 

IT' PC? ぇ川町ふうm …
i たか説明してぐださv、J

i P・ととばを区切れ没がら，はっきりしたロ制

lで

J 

る

r
れ

ず

山

U

5

割

倍

て

1

で

5

u

の

3

d
乞

ま

と

を

れ

あ

'

れ

そ

'

で

そ

'

2

一5
の

，

ph-

と

る

ら

か

あ

乏

か

だ

'

げ
ル
る
-
5

一5

と

5
7
0
涯

で

f
と

に

部

5

る

3

一-o
全

1

入

，

.

'

部

は

て

が

会

の

で

リ

m

'
う

が

」

「

ら

M

1

一5
0

か

と

ば

る

T 「そう ，それでωいんです。ととろでr.il聞

をずーっと続んで，一番初vc頭vc浮かんだの

| は，どう加うととですか?J

P 

T 「あんた， 読んでし古うとすぐ図を起き を

したわ。問闘を読んで凶ながら ，とれば閣を

iJJv、てみればわかると気っ・いたの ?J

lP うなづ〈

T rさっきの.ナきさきがーだから会t.iH土ーだ

f.t.とVIうととは， 問題を読んで凶る途中で

! わかった?

'-42-

1. との児童即時1題を一読してただちに全体を

直観し.一気VてWI'I:たしたように見えるが ，や

はb.一応の部分的f.t鬼とおーしにはじきf>， 

処理の;進むにつれ，てだんだんと全体の構誌が

明らかVて;を ったものであると止が z質I旬とそ

の応答からうかがわれる。

えだとの兇さ訟の烏合rl，ぞれがきわめて短

均i.~の削死迅速に行企われ，立式や謝月の際

bては.それを盤湿してー奇 Vて書きあげただけ

のととである。

に

に

と

ち

3

一5
の

だ

ば

と

た

p
b
o

'

5

る

ら

1

凶
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う

れ
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入

読
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J

h
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ど
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ル
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5

一5
と
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J
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一5
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る
一

「

金

た「

あ
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それとも悦んでしをつてから考えてみて ，金 とが.解決の予想、を立てるのκ.大いに役立

体は号制とM うととがわかったの?J って加る。

P 「とれば 15 eだから.とと合で読んだ時

伎をだわからか。とれが:〈・ら凶と笹川

あったから ・とれが:だと凶うととが，すぐ

わかった。 J

T 「との;と吋所さで続んだら ，前の 15 

Zと凶うのはす陀なるんだと，そけで柑ん

だ時に気がついたんだね。 j

P 
。

「は加。 」ー←ーう flづ〈。

T 「図をmけばM いと1.1'>うのは ，どのへんで

気づ凶た?J

P 「そのオしとれは;だから，全部でまだか 3. 全体は?で ，1 5 e枕号だから. i 1 5 e 
ら・ 15 e を 2倍Lても ~VCfl っ τ し会うか を 2倍Lたら全体がで:!tl.l'>であろうかJと予

らね。ーだからちょっと迷ったのc J 想し・闘による処理で 「;になるから目的

T 「ちょっと迷ったから図を倖凶てみたの?J にそわflv、」としてとれを捨て，視点、を変更

830 I P 「はし""J_ ..うなづ(" して考えながしている。i

最初にとった方法は「何倍かと比べてみるj

(以下省略) ととであ"，つぎtてとった方法昨日2罰金将加 Ji 

てJi.単位鼠:をかさえて考えるJととであっ

tc:.o 

調査例 12 {中， 1 ) l竺P叶知能 491学力 60 ，判
!T中 2年 |昭 36. 8. 1 8後 1: 5 7~! 

T iζのi削趨をやってぐださ1.1'>0 J 

P・図を見つめながら考えて凶る。 1 ζの生徒は「正方形の面積Jを求めるので

あるとわかって加ても，意図的VC.一辺×一

辺 を考えてはみ念か戸二といっている。し

かし.初I)VCI0XI0としたのには， 1 0が

与えられた条件であるので，とれを使わ在け

ればならな凶だろうとtハう考えのほかκ，

「正方形の百讃=一辺の 2采j とwう既有の

経験が，潜在意識にあったからであろう。
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2 0 

10XI0=100 

1 0 0ー

・とときで偲凶て考えとむ一一-@

345 

T fあんたは今どんIZととを考えている ?J

、・〆ヤ---''''''1p .@ 
11 ・ | ミ

T fl/>い考えが浮かば 会I/>?J 

ω01 p rば1/>0 J 

T riE方形の商~は ，普通 ， どうして求める

?J 

p rたて×よと。 J

T rあんた今 ，たて×よと をやろうと して

1/>るの .それとも ，たて×よと K気がつか

IZかった ?J

p rtll/>o J 

T r気がつかなかった? たて×よと がで

きるかどうか ，ち主っと考えてごらん。 J

p.しばら 〈黙って考えてwる。

T rたて×ょと が ，できそうですか?J

P rできな加。 」

T rどうして ?J

p rとれ(辺)が斜K在っ てwる。 J

lT 「斜防つーから ，たでよとの

長さがわから在いから ，...・H ・..J

5.00 I P 了は加。 J

T rそうすると別の方法を考えなければなら

IZ 1/>0 J 

:::5! P・9

T rでは .わかっ ているととは何? どんな

ととがわかっ て出る? その正方形YLつM てJ

P rととからととをで (対角線ロニを指す )

が 1ocmで ，ととからとと安で {対角線イハ)

が 10 Cln" J 

T rそう .その対側斜， 1 ocmだと凶う とと

がわかっていをすオJoJ 

!p・9

I T rその対角線を引いてみたら ・ ....J 

2. ~う処;慢 してい凶か，見となしが立たな加

マ闘っている。

し

が
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て
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分
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一

な

ら

3 対角線一 一与えられた条件の 1Ocmを昆i
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の上で表わすための一一ーを与Iv>てみるととに

よって.iE方形が三角形!'c分割されると去一

i P .対角結ロ-.イハを号lζ。

出怖かえれば，正方形が 4つの直角三角JIきで

構成されて凶るととがわかった。
ホ 〆イ!I r I~ I-:' ーーム4一一-;~..:::. ~..，. へ

?ペ字、idj

「そうして考えてみたら，………JT 805 

P・すぐに，

「あー!J 

，PJ
 

O--

0

0

た

5

5

え

=

一一

考

5

4

陀

×

×

R
J
 

5

1
一
2
ふ

+

×

を

5

5

ん

×

×

ど

'b

，b

r

l
 

T 

「との三角形(。イロト)は 5X5-;-2だP 

ζ っちから .5 X 5で2つの三角形がでる。

の5X5で芳た 2つの三角形がでるからたし

た。」

「下の式は ?J

5X5X~ だから・
ぞれが 4つあるから 1f告した唱」

ilつの三角形が

T 

「そう .Eちらでも加加わけですね。 J

P i枕加代 j

_L____-=-_一一一一一一一一一一J

T 

!B女 p121知能 52!学力7J江!
(中・ 1 ) i一一一一L一一 一一ι一一 一'L2_1Lq何年同 36. 13. -1新i10:410~ ;

13  ~~ 3ま間

I T iとの刷窃をやってぐ ださ加。 J

r .Ii¥iw.iをー枕してI自.ちに対角線イハを号I(。 最初陀対的~~{イハを引き，ちょっと若手えて1 

から刻 1 ;1~浪 ロニを51\/) てv、ろ。

とれtt.ζの正方形を抜本的会袋素!'c分@f.

して考えてみ Eうとv、う気 もちからだと 尾ら

れた凶だろう 7品、

との問題では調査人民 32名のうち，

-いくつかの基本的な図形K分解したbそ竺 i

イ

../)寸
ホ どイ~ /~ I 

"- ロヤー~.-..-r・一一フ'" / へ
; 、、¥吋

~ lOcm .~，' 

r*-ー'ーー 2 Or.m-



-ちょっと考えて対角線ロニを51(。

-図をみて .""、を鉛筆で 7Iぞbながら考え

s∞i て凶るo

! '!' r今，あんたは，どんな方法でその正方形

! の面積を出そうとしているの?J

IP rあのね .との .ととの直径(ロニ)とね

! との高さ(トハ).……高さがわから念凶」

T 「それがわかったら どうするつも !J? J 

P 「と の 1 0 X長ーさ-;-2 J 

T 「そう して何を出すつもか ?J

P 「三角形 ，………J- 6.ロハニを指さす。

T 「その三角形の郎長を出して ，……J

P 「それを 2倍ナるつも.TJ

3301 T 「抗¥/>，考えてみて〈ださい。 J

p.しばら〈考・える一-@

T 「つぎのlえ!の自¥/>PJj-r[ iE方形ですの J 

p .ちょっと.突然のTのととばの意味を考え

るような必ももち .

-すぐに，

「あーあ IJ一一一そうか ，わかったと l^う

表情。

1 OX5+2=2 5 

25X2=SO 

A 5 0 C1II2 

T 「ぷ・{さ .わかった?J

P rttv、ハ 」

T r¥/> (ら?J

Ip rS叫 J

JT……?J P rとと(イハ )がとと{ロニ)と同じだか

ら。」

i T rさっき，その 51:1/，ゆめからな〈亡闘って

| かるたようだったが .eうしてそれκ気がつ

l いたのか会九 J

I ~ . ~ 
'J' rさっき .わからな加と阿った!母 .とれが

! 対角線の半分だと川と とに気がつかなかっ

を総合したbして正方形の厄iullを求めようと日

う考えから .対角線'[，_-どを51¥/>てみたと忽われ

るもの 1 2 "1当

・与えられた条件の 1Ocmを， 医iVCつ凶て考え

ると凶う気もちから対角線を号I¥/>てみたと忠わ

れるもの 1 9名

であった。

z 正方彬の肺結!tを求めるためには三角形の同僚

がわかればよ加のそのためKは高さがわかれば

よ加。す1]-わち .目標を確認し ，進んで .それ

κは何がわかればよwか 一一解析的忍考ーーと

考えたようであゐ。

3. 高さがわかればよ仰とtρう所定で考えてきて

ζ とで行きづ古った。との行きづきりは ，調査

者のひとりごととも見られる「つぎのlZlの白M

所1ばE方JI手です。 」と凶うととばをき〈 ζ とで

打開された。

一ば刊とはよってーら |

れた条件をどう役立てたらよ加かと考える身構

えとり ・それで対角線は何れも同じ長さで i 
あり ，互vcftl-!を二等分するととに気4ハたと凶

え在加であろうか。
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{中 ，1 ) 

たわけだね。 J

14  

「は¥/>0 J 

例査

F 

調

「との問題をやって 〈ださい。 JT 

問題VC，白ν、所t!正方形であl)，その正方L P .1可を 見ながらしばら〈考える。

形のI百i績を求め念さ凶o .ξある。正方形とい

うととから .既為・経娩である辺×辺 を思w

t:Hした ものと忠われる。ただ.一週を 1Ocm 

と選出てやめる。

-しI'Iら〈 して，

.20 

1 0 
1 0 

1 0 0 と議加て，合た考える0

.ひと bごと

と見誤って¥/>1足。

を苦言えてみたとの問題で.一応，辺×辺

生徒ーは .調査人員3"2 名中 8~告であった。「違うかな。 J一一一頭をかしげて考えb。

.@ 305 

「わかっているのは何がわかっている ?JT 

を考えてみたが，辺の度さがわか辺×辺Z. 「と の正方形， ζζが 1oem" J P 

らないので，との方法は適用され念凶ととを一ーととで対角線ロ ニをヲ1< .ぞれと同時

悟 った。ぞとで行きづ主っ て.どう K も独力，z:気づ

では打開できた〈なって¥/>る。v、たら

との行きづ~l) が打開できたのは .Tのし<， 

「わかっ ているのは何かj と凶 う示目安であっ勢よ<. 

た。「そう

イ

、;:¥
¥ 、¥

Lltcm-4 ; 

2 0 (';J耳ー一 一ータ→ 条件分街一一わかって¥/>るのは何か iぞれすると

から伺がわかって〈るか ，と考えるようにな

ったためであろう。

三角形

にして .J 

一一ーととで頂点イから対角線ロ ニVて妥線

をなろす。

「ζれが 5C11! .ぞれが 2つある。 J

Z 5 

十 25 
5 0 

~f5了
0

5

一。

1

×
一5
「とれで別加ですか。」410 

I¥/> <.ら花。なった ?J

r 5 0" J 

15 0 r;m~ ~:l.o J 

" 
「ととろで ，ζれ.正方形と問題に救えて

ー-47 -
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. . 

あるんだが .ふつ弓.iE方形の箇i般は，どう

して出す?J

p ，rたて×よζ。J

T 「あんたとの問題をやる時にね .やは.v， 

たて×ょ と をやろうと一応考えたか，ぞれ

とも，ぞれは全然考え今かったか。 J

P 「考えたけれど も，とれ{辺)がわから念

¥/)ので .………J

T 「考えたけれeも.辺の長さがわからな凶

ので幽った。それでさっき，考えて凶たので

すね。 J

P 「は加。 J

T 「ぞれから .10XI0 も一応やってみ

| たね，とれば?J

p rζの長さ (正方形のJ!lイロ)が 1OC視だ

とワきちがった。それでやってみたが .J 

T 「ああ，そうか.一辺が 1ocmと考え追加

をした。それでやってみたが，違ったと凶う

5DO I とと に気がつ凶たんだね。」

調査例 15 
丙云百[五「江戸示す;三i

(中 2) 1 s *:2年!日B3 6.8 前

T rζの問題をやってもら加をしよう。読ん

でみてぐださい。 J

P.音読 1回0

・さ らに黙続をぐりかえし授がら ・与モら・九

た条件 ，求めるものは何か ，などを時かめて

v>るらし凶ょうす。

. v，ろ¥/)ろ考えてwるが ，鉛筆が動かな凶0

150 I ・@

T 「今あんたは ，Jfん授とと を三まえて凶るの

? J I 
iP「方桜町一かてo 」 l 
T r方程式を立てようとして阿るんだね， e 1 

lんなととで迷っているの ?J I 

1 調査対象人員が中以上の生徒であったζ と

陀もよるであろうが，対象生徒 27名は，み

ん~.与えられた条件.求めるものは何かを

正しぐっかんでがり，全部がみかんの数さえ

は最初予定した人数をxで表わし行艇王むを

立てて1鮮とうと 考えてV'た。
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P . ~ 

T 1じゃ，続けて考えてみて〈だきlAo J 

P.しばら〈考える0

・5'x と書〈。問題を自で追加をがら

考える。

• X+3 と書〈。をた問題を見念会す。

-つづ加て，考え考え.

(X+3 )X4+2 

( x十 3)X4十 2=5 X 

.方程式を解きはじめる。

4X+12+Z=5X 

T rそう .あとはその方程式を解けばい加わ

けですね。ととるで，その方程式を立てる会

でに，どんなふうに考えてきたの ?J

P 1あの，予定した生徒の人数をxとして.

1人 511固だから買ったみかんを 5Xとして，

生徒の数が予定よ.t3八多〈なったのでx十

3人，その人数に 1人 4個ずつやったのだか

ら.あの.4をかけて，そして 2個あ変った

のをたした。 J

(途中省略)

T 1最初から.みかんの数を二通bの式κ書

加て=で結ぶ，と，初めからわかってo J 

P.Tのととばをさえぎって，

「違う。 J

T 11つずつ.先づ人数をx人にしてみると

みかんの数ば 5x .ふえた人数は(x+ 3 ) 

人κをる，と.とう考えて震凶てIAってみる

と，あ!とれととれば等しIA.在わかって〈

るのだね。 J

P 1は加。 J

2， との生徒は，初めから同値関係をかさえて

方程式を考えたのでは今<.初め予定した人

数を x人としたとき，買ったみかんの数，実

際U亡来た人数，回ったみかんの数等が.それ

ぞれどんな式で表わされるかを考え，そのあ

とで， 二つの式が何れもみかんの数である

から等価であるととVL気づ出て方程式を立て

ている。

とのように，先づ未知数の一つをxで表わ

したとき.それぞれの要素がどんな式で表わ

されるかを考え，そのあとで同値関係をつか

んだもの一一凶えかえれば.部分的左見と診

しによる処理をつみ重ねて全体の構造把健κ

至ったものが.調査人員 27名中 11名.費量

初から同値関係、を必さえた上で，そ九ぞれの

部分の式を考えたもの 9名，残bの 7名は漠

然と，方程式はとんなものであろうと考えて

立式し.その方程式を解〈過程をたは方程式

を解加え結果を具体的念場面にかいて考えた

場合.不合理があるかをIAかによってその正

否を判断しようとしたと思われるものであっ

た。そして，最初から等価関係をかさえて立

式にあたったものは ，何れも知能 55以上.ー

学力 60以上の優秀な生徒のみであった。

調査例 16 {中.2 ) 

fTf=との問題をやってもらい空しよう。一度
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q
 

l

t
 

i

s

 

-

!

 

-母

T r君はととまできて止めたのは?変に恩

うの?J

p rは凶。 J

T . rどう凶うととろ ?J

p r予定した人数 ，小数が出るから。 J

T rそう .Xが小数11(~るからね。」

p.ちょっと考え.

l~+ 

1 4 +4  x=5 x 

14=5x-4玄

14=x A 14人

1 4 X 5=  7 0 A 7 0個

T r人数は 14人，みかんは 70 個に~1?会

したね。とれで'^'^ですが，最初，どんなふ

うに考えてとの式来とれば安ちがったんです

がね.との式を作った?J

P fl人 5筒ずつ与えて・人数がわからか I 3 予定したみかんの数 5Xとふえた人数3人を

読んでぐださ 1ハ。 J

P・音読 1回0

・文を目で追い~がら.嬰点を手でがさえる

.すく.VC

5Xx+3=4XX十 2※

5 X十 3=4X+2

・ちょっと鉛筆を止め，払噛を読みながす。

5x-4x=2-3 

・ととで首をひねってちょっと考え.今せで

に選出先式を全部消す。

00000 

5 X十 3x=4 一一一しばら〈考えて

4 ( X+  3 )十2※※

8x=4x十12 + 2 

8x=4X+14 

8x-4x=14 

4 x=l 一一ーととでをた鉛撃を止

め;弘司週を見をかす310 

ので 5玄.3人多〈なって 3たしてし言った

でxが，とっちの方は 4個ずつわけで，何人

1 一応の見と必しで方程式を立てて解出てみる

その結果を具体的念場面κ即して考え，矛宥を

発見すると.;をた初めに戻って方程式を立て在

たしてM る。

初めκ誤κ気 づv、たのは人数を表わすxの値

が負数Vてなるととからであり，つぎに誤と悟つ

たのは.xが盤数κ7}らなかったととからであ

る。常Vて具体的念場聞につ同て考えて加たため

VC気づいたものであろう。

人数をOで表わして考えているととなども，

むつかしw抽象的κは考えに〈凶ものは，具体

的VC考えようとする心構えの表われと見られる

2. 予定した人数を x人とし，みかんの必婆量を

5 xで表わすととは容易であるが，実際に来た

( X十 3)入に 4伺ずつ由ったととから.4 ( 

x十 3}と v>うみかんの数を表わすととには，

か 1.i:1?の抵抗がみられる占

とれば，との生徒だけではな(.調査人員 27

名中 16名の生徒は，との点にか1.i:.9の抵抗が

見られた。

とれは X+3 を集会った人数とw う一つ

の数量-を表わすものと考えるととに帰路される

面があったのではないかと推定される。

加えて 5 X十3 としたり .5x十3xとし

たbしたとと，あるいは予定した人数も 実際集
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つ

内

ノ

l
レ

を

ど

陀

あ

は

X

個

K

3

2

き

で
と
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念
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で
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を
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で

か

2

う

?

と

わ

で

そ

た

と

」

か

の

「

え

「

。

だ

た

考

'

た

T

P

 

{以下省略)

空った人数も閉じ文で表わし，ぞれ等の誤を

方程式の根が負数や小数になって出て〈る全

で気づか11:かったととなど， xやそれぞれの

式の意味を確めながら考えるととを:省、たった

ためでなかろうか。

調査人員 27名中，思考の過程に表われる

それぞれの式の意味を被めながら考え進んだ

と思われる 9名は，何れも独力で正し加解答

を得て凶るし，その意味を確かめるよう 示

ーしたために誤陀気づき，あるlハは行者づ1さり

を打開し得た例が 7例るった。

調査例 17

T rとの問題をやって〈 ださ加。 J

p.問題を一読して直ちに

x
x
一5

とこで問題を見かえし.考え

る。

5 x，とa¥/>て空た考える。

・問題を読みななし， r 1人に 5個ずつ」

fl人κ4個ずつ .J r 3人多<，J 

のととろにunder lineを51<。

4x+2 と書¥/>て考える。問題

をみながす。

。

し

す

少

う
一

よ

※

る
4

M

 

×

て

3

し

+

0

2

討

)

ふ

1

検

2

ぐ

+

て

2

十

ぐ

2

つ

1

x

で

=

戻

-

4

1

x

に

2

f
川
町

4

式

+

=

か

一
の

x

x

て

X

印

4

5

え

5

※

考

・

1 x= 1 4 

1 4 7 0個

τ十 14人

i¥ 7※※ 一一一一

郎 | ←61¥ と書いてとれを消す。

1 問題を読み，与えられた条件，求めるもの

は何かを確実陀必さえようとして阿る。

Z との生徒は初め未知数の一つであるみかん

の数をxとして，人数=人数と凶う関係から

方程式を考えようとしたが ，むつかし¥/>と悟

って方針を変更し，人数を xとして みかん

の数=みかんの数 で方程式を立てるととに

した。行きづ合った場合の方針の変更に，あ

さbとだわbが見られ11:¥/>0 
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T 1とれ{※※)は?J

p [""とれば .14人が初の人数で.ぞれから

3人ふえて 17人になって .411図ずつで 68 

7 0からちょうど 2あをつて .……J

T 1.験算したわけだね。 J

P 1はv>" J 

T 1それでは・式を立てるをでκ，どんをふ I 3 との生徒は ，初めは 人数=人数で .後で

うに考えていったか，それを説明して〈ださ | は みかんの数=みかんの数で，と凶うよう

凶。J I vc.同値関係をはっき bっかんだ上で個々の

P 1はじめは貿ったみかんの数をxとして. I 数量つがどん念式で表わされるかを考えてき て

?と，とれ人数だがねとれ。とっちの方・ 3

人多〈念ったとか4個ずっとなったの，わか

らんかったので，今度は人数を xとして.と

れ 5xとして，それ陀とっちの方は equal

とっちの方は，全ず初めに考えた。 とれも全

部のみかんの数ですけれどもね .4Xという

のは予定 した人数VC4偲かけて， それKあ建

った 211閣をたした。それに今度 3人多〈なっ

たので.3人かける 4としてたす，そしてと

650 I の方程式を解凶た。 J

T-r最初は，みかんの数をxとして，その方針

を変えて今度人数をxとしたんだが，との方

程式 {※※)を立てる時にね，とちらととち

ら{両辺 )κ ，どういうものを溢〈と加うと

とが，もう.わかって加たわけでは念凶んだ

ね。」

P 1加や.とっち (右辺vc霞凶た式):がわか

ったから，とっちもみかんの数.5 x .もう

わかっていをす。J

T 1そうか.とれを書〈時Kね，とっちもみ

かんの数を (B(.とっちも，どうv、う式にな

るかはあとで考えるとして，と陀か〈みかん

の数を別の式で霞( .そうすれば equalvc

~る ， とν、うととが鬼当つ凶て凶たんだ九j

P rは加。J

T -1とにか<.人数をxとするとみかんの数

は sx Vになる。ぞれから問題を読んでみる と

3人多〈きたとwうのだから x十 3.をた考

-52ー

v>る。

とのように考え進んだものは ，知能 .学力

ともに優れた生徒VL多〈みられた。



えると4.x ，とんなふう κ一つずつ考えて凶

ってみたら.あとで.それではとれととれが

等し加と.J 

P r凶や，違う。 J

、、，，，qJV 
中，，

 
.. s
 

調査例 18

T rとの問題を読んでもらい委しよう。 J

p.音読 1回

T r意味のわからtをいととばがあ tj:ぜペノか

ね。 J

p r残業。J

T r普通，工場では， 5時;frら 5時， 6時た

ら6時全でと，仕事の終る時間がきをつて凶

空すね。ととろが，仕事が忙しい時には，も

う1時間とか iもう 2時間とか，がそ〈まで

働らそう¥nうきまった時間，tT長ぐ働〈と

120 I とを残業と凶加をす。 J

p .問題を見ながら与えられた条件や求めるも

のは何かをE主主かめて阿るらし同ょうす。

-しばら〈考えて，

500+30=16.6 

1 6.6 
3 0了τττ一

3 0 
200 
1 8 0 

200 

-問題を見念会して，ちょっと考え.

1 5 X 3 0こニ 45 0 

20-15=5  

5、o→-5=  1 0 

335 

1 5 
3 0 

4 5 0 
A 1 0日間

1 日数と全体の製品の数から，先づ1日平均

v、〈つずつ作ればよいかがわかる。

とれが問題解決の手がか!JVCなるであろう

aの予想で出発して加る。その結果が目標κ

つをがらな加と知って，新たに出をたしたわ

けであるが.との.場合も・全体の見とかしと

いうよ t ，毎日 15 f閤ずつ作ったら¥n(つで

きるかを先づ求め，ぞれからつぎを考えよう

というとと，すなわち.部分的;fr見とかしで

出発し，与えられた条件から何がわかってぐ

るかを考え.それを足場犯して次の見となし

を立てる.という考え方をしている。

ζ の問題を.とのよう校部分的な見とたし

から考え進めたとみられたものは.調査人員

T rできをしたね sでは君がととをでどんな 1 26名中 ，1 9名であっむ

ょう Vて考えてきたか.全ちがったととろはそ

の会ちがった時の考えも，¥nってみてくださ I 3 との生徒ば ・前述のように部分的念処理か
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柄。 J

p r3 0日間VL500個というのだから.1日

に何個作れば凶凶かとwうので，

500-+-30にした。 J

T rそうしたら.J 

p rをちがったんだね。 J

T r安ちがったと患って考えななしたんですね。J

p rは凶 a毎8'15個ずつ作った。 30日間で

4 5 0偶作った。 50 0伺から 45 011間引〈と

5 0個たら念怖ので，毎日 20個ずつ作るとと

・にした。前の 15個を引ぐと 51固になって.1 

B 5 (1図ずったしてVl(と.5 0 個た!1~凶ので

“01 5で割って 10日J

T r最初，との 500-+-30とした時κね，そ

のつぎにとうすれば答がでると凶う最後受で.

一応.見当をつけてやったのか〉それとも .30

日聞に 50 0個作るんだから.1日凶〈らずっ

作ればvl凶かがわかる，とにか(.とれを出し

てみよう，そう患ったのか。」

P rはい。 J

T r答がでる所安で尾と必しをつけたのでは~

加が，とにか<. 1日同〈つずつになるか .lfl

してみ念ければなるをい， ζ う患ってやったわ

けだね。」

5201 p rは加。 J

T rそうしたら，うを〈凶か念かったp それで暢

考えなかしたわけだね。 J

P rはい。 J

T rとれば方複式を立ててもやれるんだがね，

君は方程式を立てT やってみようと考えたけれ

どもう?を〈怖か在かったのか，それとも方程式

のととは頭κ患い浮かべなかったのか。」

P r浮かば乏かった。 J

T r方程式を立ててやるとしたら，どんな κ~

51151 るか念。考えて〈ださ加。 1

P.問題を読みかえし.考えながら震凶て凶〈。

500-15X30+(20-15) 

7051 ・とと安で霞いて ⑮ 

-54-

ら算数的7i:解法を得て凶るが，との問題を，

-算数的にのみ考えたもの 5名

-代数的Uてのみ考えたもの 1 -1名

・残!17名は思考の過程で両様の考え方が見

られた。.

s. rとの問題は方程式を立てて解〈ととも

できる」と示唆され. r方程式を立てよう」

と考えてみて凶るが，結果はやはb算数的

な解決の式VL達してvlる。最初にと勺た算

数的な観点が変らない隈!1.問題C構造に

は変化がなぐ，したがって同ーの解法しか

得られ在悼のは当然であるう。



，......-守ー一一一一一『ー一

(以下省略)
も

間査例官。
|B女P121知能 5 2 I学力 60 ，詰|

{申， 3 ) 

Is申 2年|昭 36.8.8後 1: 2 5- I 

T iとの問題を読んで〈ださい。 J

p.音純 1聞

T r意味のわから~いととばはあb 会ぜんか

'lJ 

p rあb合せん。 J

:0301 T rでは .やってみて〈ださ加。 j

p.か在!l(l)時間 ，問題を毘ながら考えている" I 1 との生徒は ，普通の日κ作った偶数と残業

・やがて. 1 した日に作った個数の合計が 500VL~ると

15x+20x=500 1 凶う全体の関係を合ずがさえ .それから.そ

3 5 x =  5 0 0 ι | れぞれの数がどう凶う式で表わされるかを考

50014  
-ーすτ 3 5 f5τ了

3 5 

-ととで考えとむ。

1 5 0 
1 4 0 

130 I ・問題を読みながす一一⑮

T rそと主でやってきて，どうも変だと加う

感じがするんですね .…… .会ちがったよう

な気がしさナか。 J

p rは加。 J

T r全ちがったらし加と気がつ凶たのは，ど

うν、う所で気がついたのですか。 J

p.曾

T 庁十算してみたら.う会〈わb切れなかっ

たから ?J

P ・ う~づら

T rでは ，どのように考えて，その方程式を

3301 立てたか ，説明してごらん。 J

P rはν、，あの .毎日 15ずつ作った回数を

xとして .毎日 20個ずつ作った日数をxと

して t...・H ・..J

T r毎日 15ずつ作った日数を x日として.

-55ー

L 

えて凶る。

2. とC生徒は .1臼15 fl問ずつ作った日数も

残業して 20個ずつ作った日数も，同ーのx

で表わしている。と ru主うに ，未知数をすべ

て問ーの文字で表わしたものが ，方程式を立

てようと考えた 20名の中 ，10名を数える。

ζれは調査対象となった雨後κ，同数ずつ見

られた。

とれば生徒の特κ陥b易v>欠階であるのか

ある加はとの点κつ凶ての指導の際のiID慮が

たj)t.i;v>ととによるのか .何れにしても， 指

導上留意すべきととであろう。



その 15にxをかけると.1 5玄というのは

‘何がでて〈るの?J

p r作った，数j

T iそう.1 5 i図ずつ作った時の製品が凶〈

つできたかとv>う数ですね，それから・ 1日

陀 20 i固ずつ作った時の 20 f固と・その日数

xをかけて.ぞの 20 f同ずつ作ったま寺の製品

の数がでた。ぞれを全部合計ナれば 50 0 j間

v-c在る筈だ.とうv>うわけですね。 J

P iは凶，……J

T iそとで，どとがをちが引かとv>うとね，

-…J 
「あんた，との 15 xのxと.2 0 xの xは

は同じなの? 違うの? 同じ回数'aのか違

う臼数念のか.J 

P・8

T rそとKあんたの全ちが仰がある(' 1 511閤

ずつ作った回数がわから 'aいからその日数を

x日とする。 2.0個ずつ作った日数もわから

在柄。だからそれも何とかしをければならを

いが，同じxを使うと，前の日数とあとの日

数が伺じ日数だと凶う意味になる。ところが

問題は同じ日数とはきさきって凶1.l:v>・……J

P・@

T r 1 5個ずつ作った日数をx臼としたら，

2 0個ずつ作った臼数はどう討をるか，と考え

6151 てみる。残業した臼数はどうなるかと.J 

p rああ 1J一一ーすく・κ次の式を立てる。

1 5X+( 3 0 -x ) X 2 0 = 5 0 0 

1 5 x十 60 0 - 2 0 x=!i 0 0 

15x-20x土 500-600

-15x=-100 

-5 x_  -100 
-5 -5  

x=20 A 2 0日

T ixは残業した日か念。 J

p.ちょっと問題をみて .

7.301 ・「あ 110臼。」

3. 1日15個ずつ作った日数をx日とする

と，農業した B数が(30-X)日で表わ

されるととの理解に困難を感ずる生徒が意

外~多ν、式を一つの数量-とみたり.一つ

の数盈:を式で表わす.というととの見方が

底解されていなwょうである。

-56-



T rそれでいいです。ちょっときき会すが，

あをたは最初の方程式をたてる時.1日15 

個ずつ作った臼を x臼とナーれば ，製品の数は

どう在る.残業した臼に作った製品の数はど

うなる，そとで全体の製品の数は 500κな

る，と.とう考えてきたのか，それとも.~

ず，普通のBの製品と残業した日の製品をあ

わせると 500個κ念ると考え，それから.

普通の自の製品の数はどういう式K在る。残

業した自の製品の数はどう加う式に在る，と

考えて伺ったのか，どちらです。 J

p rあとの方。」

T r両方の製品の数を加えると 500になる

占凶うととを考えてから.それぞれの製品の

数はどうIl:る，と，とう考えて凶ったのです

ね。 J

s501 P rは¥1¥0 J 

調査例 20 (中.3 ) 

T rとの問題をやってくださ凶。」

p.一読してすぐに. I . L 目標と条件を確めた上で，一応の漠然とし

15x+ZOx= I た予想で処理にかかっている。その予想でう

・問題を読みながし，ちょっと考える。 I を〈いか念凶と気づぐと，与えられた条件か

. 1 5 x 

2 0 

-ちょっと考えて，

30)500 

す寺方 と書〈。

・ざき K震 吋 ;; X の図式をみつ

め在がら，しばら〈考える0

・さきに欝加た式に島幸きたす。

1 5 x+Z 0 x=30 

・ととで考えとむーため息。

・書凶ては考え，考えては書〈。

--57-

ら何がわかって〈るかを考え.

. 1日平均何個ずつ作れば工v>か，

• 2 0個ずつ作ると何日かかるか，

• 1 5個ずつ作れば何回かかるか.

Il:e.部分的在見とかしで部分的な処理を行

ない，その結果を足場vcしてつぎの予想を立

てようとしてv>る。

そして，それらの部分的な処理操作の結果

が，何れも目標につ在がらを仰と知って頭を

かかえて凶る。すなわち，完全に思考が行き い

・づきEったとv>うととにIl:る。



日
付
先

500 

1うだ 20 f5す了

1 5 
X 5 

7 5 

4451 ・頭をかかえて考え込む。

T rちょ っとききさすがね ，あんたは.さつ

き，との式 1 5 x十 20x= と信きかけ

て， 11'¥ろ加ろのととをやっ ていをすが，との

式を作るために凶ろwろのととをやって出る

のか.との式とは関係のな1I'¥5JIJのととをやっ

ているのか。 J

p r別のととを考えて11'¥た。 J

T rぞうするととの式はどとかさちがって加

る，不安だ，と11'¥う気がするんですか。 J

p rさをちがったと患って別のととを考えてみ

たが ，やっぱbをた，との弐のととを考えて

いる。J

5451T rぞう。 」

p .やがて ，

5 0 0 
1 5 x+ 20 x=一一一ー と完成，解きは

3 0 

じめる。

5 0 0 
3 5 x=一一一一

3 0 

-と とで全た考え込む0

.問題を読みかえし ，

「あー， J 

1 5 2 0 

x x 

15(30-X)+20X ととでもうー

度問題を続み

11念、し.IEFき

加える。

Zー との生徒も .15個ずつ作った普通の日

の日数も ，残業した日数も同じxで表わし

て1ハる。しかも.それぞれの式の意味を確

認して仰な11'¥ためか ，同値関係を誤って考

えて11'¥る。

B. との生徒が普通K(i劫凶た日数を(3 0ー

x )とし在ければなら在11'¥ととに気づ加え

契機は ，はっき bわからな柄。しかし， 問

題を読みかえ してみたととと関係があると

は言えよう。
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7五5

T 

= 5 0 0 

450-15x十 20x=500

「そう ，あとは凶加です。 J

「そとでさっきのをちがlハね .1 5 X+2 Ox 

としたのを ， 今度 15(30-X)とし

たね.との 15x+20xで念て (30-X)

とし乏ければ左らなじ、と気がついたのは ，ど

うして気がついたのですか。」

P rとれ (15X+20Xをさす )にすると

どちらも同じKし在ければ念らん。」

T rそのl司じ(I[;iるから主ちがl/)だと気づ加

たのは‘どう{ハうひょうしに気づ加えんです

か。 」

P . ~ 
500 

T rあんたは，はじめ .1 5 x十 20x=ヲτ 14. 3 0 -x とすべきととに気づv>たのは・

でやってみて ，とれではだめだと気づ凶たよ

うですが，どうしてとれではいけf.cl/)l士気づ

出たんでナか。J

P・ちょっと考えて，

「数学の時間陀，とれと閉じよう;iのをや

ったととを忽凶出して， ...・H ・..J

T r数学の蒋l聞にやった時のととを忽l/)凶し

てね，……そうですか。 J

「数学の時間κ同じよう;i問題をやったとと

があるのを患い出した」からだといってv>る

思考が行事づ走 り処置κ窮すると， 似たよう

会問題をやったととがなかったかと ，既有経 ー

臓を忠凶出そうとする盆強が多凶ょうである。

調査例 2司
IB男 P151知税 4 71学力 52 P 

(中， 4)lT 1 j_<_'_ _ 1 

I S中 2年!昭 36. B.8前 9: 2 5--

T Jとれをやってもらいをしよう。 読んでご

らん。 J

P・音続1回

T rととばの意味のわからんのほをいね。 J

P rは円。 J

T r在凶 ，ではやってごらん。 J

P.ちょっと借地をみている。

・函を醤 〈。

1 一応の予想でやってみる ，との予想は割合

の三用法を学習した際の経験からきたものど 1

忠われるが，基準の量につ同ての慨が十分 i 
-59-



-つぶやき 1.tがら計算する。

1 5 X :=主笠~= 6
5 ち、

f6e になるのか .J 

flを加すんだから.j 

6→-2= 3 

1 5 

-鉛筆をとめる。

「をちがったJ

.書きな為、ナ。
5 2 _ 3 

5 5 5 

「とれが?日 るん

だな。」
3 昔、官 X3

15×Ez」ミー=9

3.301 ・ととで.何かつぶやき念がら考える。

T fらょっとをつて ，君は初め・ 15X子
= 6としたね .との6はどとを出したつも bー

だった ....・H ・-・との図で言ったら.j 

P fi':.i':.， j一 四件，すきをの部分

をさ す。

T rそう，すき受の所だね .それを出したつ

色りをんだが ，それをやめてきた書き念かし

たのは .1きちがったと患ったの?..・H ・-・」

p.曾

T fとれでい加と忌ったが .僕がださって'^

るから .'iちがったかなと思ったのか，自分

でも変だなと思ったのか。J

でなかったととから誤を生じた。

とり問題を .比の三用法の公式から考えて‘

v、ったものは.調査人員 25名中.5名にす

ぎなかった。しかも独力で正解し得た者は 1

名にすぎな加。

ζの学年の生徒は|日指導要領で学習してき

て'̂ るので .割合Kつwての指潜が十分で在

加と加えるであろうが ，それにしても，比の

三用法の考え方が ，如何κ生徒にとってわか

りに〈いものかがうかがわれる。

2 独力で正解した 11名のうち ，図をIHI/lて

考えたものは 2名，図の表象で考えたと思わ

れるものは 1名にすぎなかった。

中学 2与の生徒Kとって，との程度の弘司題

は，図の助けなしに，完全vc概念の操作で解

決 し得るものが ，かをりいるととを示してい

ると思う。

図時加え生徒の中にも -士ずつの区切を

省略し ，頭の中だけでその区切を考えていた

ものが.か在 bあった。

p r変だと思った。とれ2つで 6だからね. I 3 一応の見とかしで処埋して得た結果を呈f*

i':. it (油をスれた所)が3つで 15κ念らんj I 的な問題場面κ即 して考えてみる ζ とκょっ

T fあ.なるほどね .とれ 2つで 6だからと | て誤を発見して凶る。

れ 3つでは 9で 15 e vc念らん.だから安ち

5.00 J がwだたと気づ加えんだね。そうするととと
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.--ーー一

一 κをちが~があるのか念。 J

P f3でt!lUったらどうなるか在 ?J

1 5→-3=5 

5X2=10 

r 1 0だな。 J A 1 0 e 
T f何をきかれているのかII.問題をもう一

度読んでごらん。 J

p，問題を見念会して.

610 
15+10=25 A 2 5 e 

T iぞう，それでできたが .そうするとさつ

きののは?J

P iとれね ，との 2つを出して 6.それを 2

で割れば 1つがでるから.とづち (油の入っ

た所)は 3だから 9 .みんなで 5だから

3X5=15.Jーーととをで言って首を傾

ける。

T fその考え方はよさそうですがね.2つを

出してそれを 2で割って 1つを出 して， 全部i

では 5だからそれを 5倍する .その考え方K

1きちが凶はな加。それをの陀答が変だとν、う

と ，どとにをちが凶があるんだろう ?J

7.80 I P・@

{以下省略 )

. 

長 との生徒は全体のす・す念わち図の一区切

を単位とみてその量を求め，それを 5倍して

全体を求めようとして~る。

とのようκ，単位(; .一区切)あたbの

量を求め，それから全体会たはすきをの量-を

求めようと考えたものが.調査人員 25名中

1 9名を数えた。

濁査例 2 2 {中.4 ) IB女P161知能 4 61的 58・諾1
18申 2年|昭 36.8.8後 1: 1 5 - 1 

1
2
4
 

0

。

阿

る

さ

め
だ

じ

〈

は

r

て

き

5

つ

書

1

3

ゃ

ぐ

=

ぐ

を

ナ

2τふ
5
起一

閤

・

を

問

回

閣

の

1

2

で

と

読

5

と

「

音

ー

と

T

P

 

1 I  I 

-つづ加て

也- -ー且'

1. とω生徒VLとっては図の助け乏しでも考え

られたと思うのであるが.途中で図を.1/>て

確実vc考えようとして加る。

頭の申では士ずつの区切を考えて凶るので

あるが.それを図κ露〈必要を感じて凶 IÍ~。

-(， 1ー



3ftτ一

2DO 

-ちょっと考えて

A 25e 

T rはv>， その考え方を説明して〈ださ加。

途中で考え在たしたbしたと とろがあった ら

初のまちがっていた考えもきカ通せて〈 ださv>J、

p .図Uて書きとんだb計算をしてみせたbしな |2 Lを単位として考え. 1単位あたりの量をI -. 5 

がら説朋。 I 求め ，とれを足場Kして考えて加る。 。

「石油かんに油を 15 e入れたがをだすく・

1.. 3 
ら加すきをがあると凶うので.iつを ζ う. 13 ーκあたるt設が 15 eであるととを理解 し

I 5 

・{図を 5等分する)， 1 5 e ，ζれがま | て凶るが ，比の三用法の公式の適用問怠い

に・?をだナれがあるというので÷が 15 I っか倉町

fと考えて，…… ，そうすると， 1 5 eを，

1 5を 3で割って，ひとつ・士が何Eだかだ

して・ 5とをつて・もうあとす残って凶るの

で 2をかけて， 1 0にして，初の 15 eと10 

Eをたした。 J

S351T rそう，それでv>凶です。」

調査例 23 (中.4 ) 

T rとの問題をやって〈ださい。 J

p .黙読 1回 ，V、きをり書き出す。 IL 初め，与えられた条件を誤認し z指摘され

15X会=止子=与=37士 | て考え付した。
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p.問題を読み念かして，

「あーと，ああ.そうか。」

1 5 X ~ .ー は X5=25
3 3._ 1-~ 

2 5 e 

Z との生徒も.頭の申で図を恥浮かべ，÷

を単位として考えて凶る。しかし ，図を詩か

な〈ても.その表象で考えるととができる安

でに在 って凶る。
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「とれでいv>ですか。 」

r rはV>， どういうふうに考えてき?をした。J

P r一番はじめ1'(.との古ちがった式のは

吋÷ぐらいすき主があ片すと吋 のを ・

fω凶入ったと考え違加をした。 J

T rそれで ，J 

P r一番はじめ ，fぐらいをだす付がある

と吋ととから ・あと十 1から引けば衿

って， つ昔りす入ったととだから，もし今合

で入ったの ・あの，. .，fJIかったら

い加か7i:，石油かんを 5つに割った 3つだか

ら， 15をその 1で割って士を出して，それ

230 I から 5をかけた。 」

T r 1 5 X十それで加いんだがね・そcf
をかければ加いと考えるのにね ，同ろいろの

考え方があるんだが .J 

T rあんたは割合とか ，剖台Kあたる主主とか

いうととを考え?をしたか。 J

P r仰 や。 J

T riiJiの中1石油かんの図があって ，ちょ う

ど5つに¥!!lJった 3つの所支で .1 5 e .石油

が入って加る ，そんな図を考えてみをしたかJ

P rは凶。 」

T rとうwう考えは浮かば在かったかね .石

油かん全体をxeとすると ，そのすが 15 e 
kあたるんだから・ x×÷=15・だから逆

吟で告IJる・?としてかける，とう凶う j阪を

たどって考えてみるととは。 j

? r全然考えなかった。 J

T rそう。 J
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E 全休をxeとし .xXす=1 5 からxを

求めると回うように考えたものは僅か陀 1名

若干の示唆を得てとのよう在考え方をした:者

1名V亡すぎなかった。

生徒が算数的1I解法で学習したと同じ類型

の陪胞は .代数的方法をすー脅したあとでもや

は þ~数的jl(fVf. き， 方程式を立てて解凶た経

験のある問題と同類型のf問題はやはb代数的

κ似〈と加う傾向が五られる。

J思考は既泊-経験に湘附されるものとすれば

当然のととではあるが.しかしその反問 .代

数的居、考が;1:だ十分生徒の身κつv>てからな

いととを示してv>るとも言えよう。

との程度の問題対 ，わざわさt'ft数的 V"C考え

る会でも な<，き わめて容易在問題だから算

数的だ仰加たのだとも考えられるが ，独力で

との問題を正降した者が 25名中 ，1 1名V亡

すぎなかったととからみると .必ず しも容易

だからとも加えたいようである。
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V 個人面接調査のまとめ

以上，必よそ 27 0の個人間接記録の中から 23例を選んでかかげ.とれκ対する考察を簡単κ述

べたのであるが，との度の前接請室E全体を通じて，児童生徒が算数数学の払鳴を解決する場合の忠考

がどんな様磁を示し，どんな過程を辿るかκつ凶て知Tt与たととを要約すると，っき・のように言える

と思う。

1 思芳は既有寵験ー一知識，技能，態度等によって規制される.

イ 問題を考える場合には.先づ第一VL.問題場簡を理解し白血るだけの生活経験が必嘆である。例

えば{中 3)の問題にな凶て. r残業 1!D窓味が理解できないためK思考が前進しな悼と凶5ょ

う念場合がみられる。

ロ 思考は概念の操作であT.したがって操作の素材となる知識.概念:が必要である。

ハ 体訪町じされた知識を持ってωるととが，部分的f.l見とかしの成立を可能U亡し，思考を進める手

がかbと在るととは，例えば{小 3)の問題で.速さと歩凶た時間がわかってv>るととから歩¥/)

た距離がでるとと陀気づき .(中 3)の問題で全体の製品数 500と日数 30から 1日平均何償

作ればよ怖かが求められるととに気づき，とれを足場にして思考を進めようとするととなど，至

る所κそり倒がみられる。

ニ 概念操作の方法，思考の方向もをた，既有経験VL規制される。

(小 1)の問題で，多〈の児叢が，凶き在 !J5Zl v~をさを測ったbそれをかけ合わせたb し

たのは.それまでに図形の面積を学習した場合には.同つも辺の長さを測ったbそれをかけ合

わせたりしたと¥/)う経験からであろうし.

・中空手授の生徒が算数的解法と代数的解法の何れを選ぶかは，挙ってそれと同一数型の問題をど

の方法で学習 したかによるととが多いと尽われるとと.

在どは.その例である。

とのように.忽考がWJ有a経験を土台とし，ぞれによって行会われるととは当然のととであ!i.今

さらv>うをでも念仰ととのようであるが，ただ.紙有経験と tハう場合，とか〈ぞれが前述イ~ハの

工うに，問題場面を理解するための経験.思考の索令fとなる概念，知識，ある加は，たかだか，そ

の知識が体制化されて凶るかどうか，とv、う節のみが強調されてかり，既有飽食が患、考の方向，操

作の方法を規制すると凶う面が軽視されて怖をかったであろう力、

単 U亡対象の性質 ，事物や現象i鵠の法則としての知識，物そのもの11(つv>ての知識よ bも，思考を

問題にする場合Vてほ，方法的知識がよ b大事念役割bを果すのでは念¥/)1J'と考えられる。原理，法

興障といわれるものも，それが単なる匁識以上の，方湖9康理，技術的法則に宮て高まった時，は

じめて，思芳の働きに大きな役割a::来すものであると思う。

2 思意活動は，予想の成立一一部分的の，または一応の見とおしを立てることから初まる。

児童生徒は，問題の全体構造を直観的に洞察すると凶うよ bも.部分的1i::きたは漠然とした一応

の見とかしで処王室Kかか!:J.その泡程でだんだんと全体の構造を抱懐し，ある凶はその部分的1i:見

と必しVてよる部分的1i:処理の結果を足場にしてつぎの部分的在見とかしを立てるとw うように処理
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操作を進める.ととが多加。

ー問題の全体構造を直覚的だ洞察し，直観的K関係を肥催したよう K見える場合も .し細κ検討す

ると.問題がその児童生徒Kとって極めて容易であって.短時間の聞に以上のよう在過程を，頭の

中だけで辿ったとω う場合 .ある加は ，1/>わゆる再生的思考の場合が多wょうである白

予想一一試行一一予:怨の修正一一試行，とれが思考の姿である と忽われる。

なか，児童生徒は，見となしが立たず思考が行きづ支っ て困惑しているにもかかわらず，何らか

の行動をとるととを強制されて加ると感ずる場合のほかは ，金ぐの試行錯誤はやら在いようである

したがっ て， 実際指導の場では，児童生徒が試行錯誤をやるととを責めたり ，問題構造を洞察し

て一気に関係を抱慢でき念いととを嘆〈べきでは念 <， 

どのよう陀して部分的をきたは一応の見と必しを立てるかというとと.

行きっ・会った場合Vて，初めの見とか しゃ処理の結果にとだわらi.tl/>で，新た在見とかしを立

て.出発し在かすと凶うとと.

の指導V亡意を用凶念ければi.tらな1/>0

3 恩芳1ま目標に導かれて発展する。

一応の ，きたは部分的i.t見と bしによる，ー誌の ，全たは部分的変処理操作の結果は.目標Vてよ

って意味づけられ ，目標VLつながると考えられた場合V[， っき'の見とかしを立てる足場とされる。

加わゆる媒介要素である。

ぞれが目標v[遠ざか!?，目標Vてつi.tがらな凶と考えられた場合は，その結果は捨てられて， 予想

は修正され，ある凶は新たな観点、から新たな見とがしが立てられる。

思考の行きづ安 bとは

一応の ，?きたは部分的な見とかしさえ立た念加とと.

-f，ぶの ，支えは部分的な処塑操作の結果に，論埋的i.t意味づけができず，目標v[つながらな怖

と知bながら，視点を変更して新たi.t見とかしを立て得念1/>とと .

と凶えるようである。

何れにしても ，目標の確認なしUては思考は進められな加。

4 児童生徒は初めの見とおしゃ鯨里の結果にこだわり，視点の変更が困難である。

児童生徒は初めの見とかしゃ処理の結果Vてとだわ!?，したがって視点、を変更するととは困難である

調査例 1で .三角形の面積の求め方は 底辺×高さ+ 2 であると考えてきて刷会がら，実際

の計厚では ，最初に五亙をかけ合わせて得た 144.48 を 2で割っ て回るとと.

{小4) (中 4)の問題で ，正しい図を齢，弘閣の構造が自に見えるよう具体的に表わされ

2 
て1/>るにもかかわらず， i.t:l>-， 15+ 5 ある凶は 1 5 X:: i.t Eとして， そとから生ずる矛盾

5 

K苦慮して凶るとと，

企ど，その例は多凶。

軽卒だとか ，うっかbして1ハる，i.tどと評される誤には ，とのような心理の表われた結果であると

とが多加ょうである。
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5 問題の構造を洞察し， 関係を把握することは ，数学的な観点に立って問題に対処することによ っ

てのみ可能であり，観点が異なれば同ーの問題ても， 退った構造のものとして犯握されるの

教師の 自治、ら見れば，わか.9切ったζ とであると息われるのκかかわらず ，児童生徒が理解

し得在凶でいるのは，彼等がその問題の構造を抱揮し得るような数掌的観点に立ってれないか

らであ!J，したがってその観点からみるよう示唆されると とによ って ， Iあ ! そうかJと，

容易に了解する とと，

~Ijの解法がある ととを指摘され，自分でも異在った解法を考えようと しているに も かかわら

ず，観点が同一 であるために結局，初めと同ーの限法Kしか達し得な凶とと ，

間ーの問題でも観点、が花躍したためVL異なった構造の問題として自に映じ ，したがって書か

れる図も得られた限法 も異な って〈るとと，

1.rど，さき κかかげた調査例の中にも， とのととを示す例は多v>と思う。

3 0分も 1時間も考え通してなか解決でき在かった問題が，翌朝 ，あるいは夜半 ，ふとその解法

を発見して， Iなんだ，そ うだったのか」とか「あ !ぞうかJと，簡単K解決できた経験を持って

日る者は多凶と忠う。 とれも， 30分-1時間と長時間κわたっ て考えて M たとは言え ，それはそ

の問題の本質を解明するに適当でな凶誤った観点、から考Jt続け，しかもその観点にとだわって容易

κ視点の変更ができ左かったのが .時聞を総監 し.ある仰は陣眠Kよってそのとだわ古から解放さ

れ ，新たな観点から問題を見たなしたととによるものと忠われる。

したがって， 数学的K思考するとは数学的在観点から問題をみるこ とであ!>，洞察ができるか否

かは， 問題の数学的な構造を露呈させうるような数学的観点、から問題に対処するか否かKある止も

凶えるようである。

6 数学の問題を解決する(0ま ，それにふさわしい思芳の方法がある。

条件分釘一一わかって回ると とは何か，それから何がわかっ て〈 るかと考える ，

目標分析一一求めるものは何か .そのためK何がわかればよwかと考える ，

思考の結節ごとの意味を確かめ ，それを足場にして考える ，

既有の経験をどう役立てたらよwかと考えゐ。すなわち ，似たような経験との異同をtt絞し

その結果が利用でき 1.rv>か ，その方法が適用され1.rv>か ，わかっている問題に変形できないか

と積甑的K考える。

図を書いたbその表象を頭V仁雷、加浮かべた bして考える ，

具体的念場厨IVL即し ，具体的な操作の表象で考える，

基本的在婆素をとらえ.分併し.総合する ，

数量を考える場合VL，基J詳の量，すなわち単位量をかさえて考える。

数量や操作を文字や記号で表わし .関係を式で表わして考える.

など， 算数数空手。問題を考える場合には，数学的1.r手順があり ，思考の方法がある。との ような

方法をふをえて思考を進めるととによっ て問題の構造が解明され.逆 VL，とれらについ ての示唆が

思考の行きづさ bを打崩する契機となるととは ，さき Vてかかげた調査記ぷの中だけでみてもその例

は多凶。
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此の度の菌j安調査では，限られた領域の限られた問題V(つ凶てであ.!?，対象と 1tった児童生徒も小'学

校 5年，中学年 2年の 2個生学年に池宮な凶。したがって ，具体的な数さ羊的方法として仮設Kのべたも

の(1 2 p-1 6 P )のすべてが妥当であb且近漏がないかどうかKついては，との調査だけから云

冷するととはできな凶。

ただ，数学的思考の中核的在働き一一見と必しの成立を可能κし，思考の行きづちを bを打断ずる契

機と在.b，少〈とも構造把僅や数常的直観を容易Vてナるものげ，との径の数主主的観点、から問題.V(対処

するととであ t ，との径の数空宇.的方法vcよっ て思行を進めるととであるとは加えるように思う。

したがって算数数年の学習指遵に佐伯ては ，主義に概念、を養成し ，知識や計算妓術を授けると凶う消

極的友商だけで1tぐ，それらの算数数掌の生学習の過程で，とのよう在数会的1t観点，数坐自''l1t思考の

方法を身につけ ，そのよ うな濁点から .そのよ うな方法で .積径的に問題Vて立ち向かつて仰ぐとm う

身構えを養うよう心がけなければ授らなM と忍う。それによってのみ思考力が仲ほされると加えるの

ーではある主 v>か。
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